
http://www.city.shinshiro.lg.jp
E-mail　info@city.shinshiro.lg.jp

［主な内容］

自治基本条例検討会議からのお知らせ⑧
特集　地域自治区制度②
ニューススポット
お知らせ
しみんのトビラ
まちの話題
シリーズ　我らが母校再発見No.16〔鳳来中部小学校〕

エコとぴっくす
シリーズ　長篠・設楽原の戦い〔歴史秘話〕第11回
「鳥居強右衛門の活躍」２人目の使者と磔図

位置について! よ～い ドン!
新城小学校でマラソン大会が行われました。
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新
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の
特
産
品
﹇
鳳
来
牛
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地
元
子
牛
生
産
農
家
で
生
ま
れ
、地
元
肥
育
農
家
で
育
っ
た
霜
降
り
の
極
上
和
牛
で
す
。

広報しんしろ

自治基本条例検討会議からのお知ら
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で
緊急医の情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8
　23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分
医科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の
　ホームページ
http://sdent-hp.web.infoseek.co.jp/
をご確認ください。
診療日̶̶̶̶̶̶̶̶̶

診療場所̶̶̶̶̶̶̶̶

歯科̶̶̶̶̶̶̶̶̶

2月5日㈰、11日㈷、１２日㈰
１９日㈰、２６日㈰

診療は医科・歯科ともに外来
のみです。

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

診療科目̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
内科、小児科
診療受付時間̶̶̶̶̶̶̶̶
午後7時30分～午後10時30分
診療時間̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
午後8時～午後11時
診療場所̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
夜間診療所
新城市字北畑54番地1
（市民病院東側隣接地）
　24-1161

住宅

市民病院

駐車場は、市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至鳳来

新城区
検察庁

新城
簡易
裁判所噴水

　国道301号全面復旧は、今年の夏を予定して
います。詳しくは、県新城設楽建設事務所ホ
ームページをご覧ください。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

診療受付時間
【土曜日】午後5時～午後8時30分
【専門科】午後7時～午後10時30分
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分
電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

［今月の表紙］
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護
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地　

区

12月届出分元気でよい子に…

※平成２３年１2月1日～31日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

市政番組キャラクター「亀姫」※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　

の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

放
送
日

番
組
内
容

毎
日
6
回
、
15
分
間
放
送

①
午
前
7
時
30
分　

②
午
後
0
時
30
分

③
午
後
3
時
30
分　
④
午
後
6
時
30
分

⑤
午
後
10
時
30
分　

⑥
午
前
0
時
30
分

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

30
分
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に
更
新

2
月
の
番
組
表

秘
書
広
報
課     

23
‐
7
6
2
3
　
　info@

city.shinshiro.lg.jp

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
り
ま
す

「集まれ!ちびっ子広場」に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。ただし、1歳未満のお子さんも、１歳以上小学生未満の兄弟と一緒の場合は可。
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city.shinshiro.lg.jp

﹁
３
人
一
緒
だ
と
楽
し
い
ね
！
﹂﹂

父=

竹
内
隆
浩
・
母=

七
織

（
新
城
・
川
田
原
）

３歳（平成20年5月28日生まれ）春馬くん
は る 　ま
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新
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小
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新
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速
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の
進
捗
状
況

 

（
新
城
西
工
事
区
）

・
第
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回
新
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ラ
ソ
ン
大
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菅
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４
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高
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典
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１
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目

・
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ん
し
ろ
21
計
画　

運
動
教
室
の
お
知
ら
せ

32-1515星野病院（大野）

35-0811宮本病院（海老）

22-1150今泉病院（栄町）

22-4100さくら眼科（上平井）

22-4100さくら眼科（上平井）

24-3222春日眼科（杉山）

24-6500石川整形外科クリニック（平井）

24-6022皮フ科新栄クリニック（平井）

医療機関を利用されるときは、必ず「健康保険証・
各種受給者証・お薬手帳」をご持参ください。

（平成２３年10月から毎日の診療が始まりました）

（左）

１歳（平成２２年1１月３日生まれ）冬華ちゃん
ふ う 　か

（中）

６歳（平成１７年8月16日生まれ）弥夏ちゃん
ひ ろ 　な

（右）

■県救急医療情報センター
　1年365日24時間最寄りの医療機関を案内しています。
　　　22-1133 　 http://www.qq.pref.aichi.jp/
■県小児救急電話相談
　土・日曜日、祝日、年末年始の午後7時から11時まで
　小児の救急電話相談を行っています。
　　＃8000〔短縮電話番号〕 　　052-263-9909

くすり・医療用品などに関する緊急の相談・質問などに応
じます。 
■新城薬剤師会　　090-5007-1200
■開設時間　午後9時～翌朝午前9時

県救急医療情報システム くすり安心電話

今 月 の 人 口 平成24年1月1日現在（前月比）

総人口…50,208人（－48）
男………24,753人（－29）
女………25,455人（－19）
世帯数………………16,752

出生……  30人
死亡……  64人
転入……  65人
転出……  80人

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動事由の集計が一致
　しない月もあります。

休日診療所は日曜日、国民の祝日、8月15日および年末年始（平成２３年
12月30日～1月3日）に診療を行います。

　平成23年12月20日㈫に新城小学校でマラソン大
会が行われ、低・中・高学年の順に発走しまし
た。この日までの約３週間、毎日の練習で走力を
鍛え、本番ではどの児童も全力で走っていまし
た。

し
ゅ
　
あ

　
り
　
さ

ま
さ
　き

そ
う
　ま

ゆ
う

な

　ゆ
　
な

ゆ
ず

な

か
い
せ
い

　
せ

な

　
さ

り

　
　
ぜ
ん

あ
お
　
な

そ
う
　た

　
　
き
ら
り

ら
い

と

ほ
ま

れ

　
り
　
こ

ま
さ
の
ぶ

　
り

お

　
み

な
ぎ

　
の

ん

し
ゅ
う
や

り
ん
　
や

　み
　
う

ゆ

き

ね



5 2012.2 42012.2

　

10
月
30
日
㈰
に
、市
民
、議
員
、市
長

（
行
政
）が
一
堂
に
会
し
、開
催
し
た「
プ

レ
市
民
総
会
」に
は
、大
勢
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方
を
対
象
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ご
報
告
し

ま
す
。

「
市
民
の
こ
と
ば
に
よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例（
た
た
き
台
）」に
つ
い
て
⑦

(1) 基本的方針
•最上位の条例として位置づける。

(2) 見直し
•常に見直すことが必要である。
•定期的な評価・見直しは１年を原則とする。また市民から提案　
　あった場合は、適宜検証する。

(3) 知り・知らせる・チェック（実効性の検証）
•市民に周知する方策を講ずる。
•市民がお互いにこの条例を知り・知らせる活動をする。
•条例が守られているか、定期的にチェックする制度を設ける。
•誰がどのような方法で評価するか検討する。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   新
城
市
自
治
基
本
条
例
検
討
会
議
か
ら
の
お
知
ら
せ
⑧

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
(自
治
基
本
)条
例
を
つ
く
ろ
う
！

   「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」より

7．条例をよりよく活かすための(機能させる)仕組み

総
合
政
策
部　
　

23
‐
7
6
7
3

住み続けたくなるまちをつくろう！

条例をより良く活かすための仕組み
（今月号）

自治を創造する仕組み
（1月号）

行政
（12月号）

地域活動・市民活動
（11月号）

市民
（10月号）

なぜ、私たちは自治基本条例を作るのか
（平成23年8月号）

※「市民のことばによる新城市自治基本条例（たたき台）」の詳細については、総合政策部へ
　お問い合わせください。

まちづくりとは？
（9月号）

「
プ
レ
市
民
総
会
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

20歳未満  1% 20歳代   ０%

３0歳代    ５%

４0歳代
８%

５0歳代
３０%

６0歳代
３７%

思わない　４%

定期的に開催した
方が良い　２５%

必要に応じて開催した
方が良い　６３%

参加したくない
３%どちらかと言えば

参加したくない　７%

参加したい
４７%

どちらかと言えば
参加したい　４３%

思う　９６%

その他　８%

７0歳代
１９%

主
な
感
想

「
座
れ
る
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
発
足

•
す
ば
ら
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

　

た
く
さ
ん
出
て
、
参
加
で
き
て
よ
か

　

っ
た
。

•
議
会
基
本
条
例
の
話
は
大
き
な
収
穫

　

で
す
。

•
普
段
顔
を
合
わ
せ
て
話
を
す
る
機
会

　

が
な
い
市
長
や
議
員
の
意
見
を
聞
く

　

こ
と
が
で
き
、
ま
た
意
見
を
言
う
こ

問　

今
後
、
市
民
総
会
を
開
催
す
る
場

　
　

合
、
あ
な
た
は
参
加
し
た
い
と
思

　
　

い
ま
す
か
。

　

検
討
会
議
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
分
析
し
、
今
後
の
市
民
総
会
の
方
向

性
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

○
定
期
的
に
開
催
す
る

○
目
的
は
ま
ず
話
し
合
い
の
場
と
す
る

　

高
校
生
の
発
表
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

ま
ず
「
話
し
合
う
こ
と
」
が
必
要
で
あ

り
、
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
、
気

づ
き
の
場
・
連
携
の
場
を
保
障
し
ま

す
。

　

自
治
の
担
い
手
で
あ
る
市
民
・
議

会
・
市
長
が
集
ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
意
見
を
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自

分
自
身
の
気
づ
き
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
主
役
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
自
分
自
身
が
行
動

す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

１
月

　
　
　
　

ま
と
め

　

３
月　

条
例
案
市
長
へ
提
出

24
年
度

　

４
月　

　
　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　

プ
レ
市
民
総
会

　

９
月
〜
12
月

　
　
　
　

議
会　

条
例
案
上
程

　
　
　
　

周
知
・
説
明
会

25
年
度

　

４
月
１
日

　
　
　
　

条
例
施
行

　

「
プ
レ
市
民
総
会
」
で
中
学
生
が
発

表
し
て
く
れ
た
「
座
れ
る
町
」
を
聴
い

て
共
感
し
た
方
た
ち
で
「
座
れ
る
町
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

座
れ
る
町
の
イ
ス
第
１
号
が
新
城
ま

ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
新
城
の
木
を
伐
採
し
て
加
工

し
、
イ
ス
を
作
る
活
動
、
座
れ
る
場
所

の
検
討
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

座
れ
る
場
所
・
座
り
た
く
な
る
場
所

が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

８
月
号
か
ら
、「
市
民
の
こ
と
ば
に

よ
る
新
城
市
自
治
基
本
条
例
（
た
た
き

台
）」の
内
容
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
条
例
を
よ
り
よ
く
活
か

す
た
め
の
仕
組
み
」
で
す
。
条
例
の
見

直
し
、
条
例
を
知
り
・
知
ら
せ
る
仕
組

み
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
も
と
に
、
条
例
案
を
ま
と
め
て

い
き
ま
す
。

　

３
月
末
を
め
ど
に
条
例
案
を
市
長
へ

提
出
し
、
来
年
度
議
会
に
上
程
す
る
予

定
で
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

今
回
、初
め
て
の
試
み
と
し
て
、市

　
　

民
、議
員
、市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活

　
　

動
報
告
を
プ
レ
市
民
総
会
の
場
で

　
　

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
開
催

　
　

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
か
。

　

40
歳
代
以
下
の
出
席
者
は
14
％
と
低

率
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

開
催
し
た
方
が
良
い
と
思
う
方
は
96

%
で
し
た
。

　

｢参
加
し
た
い
｣｢ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
参
加
し
た
い
｣と
思
う
方
は
、90
%
で

し
た
。

問　

あ
な
た
の
年
齢
は

　

と
が
で
き
て
有
意
義
な
経
験
に
な
っ

　

た
。

•
住
み
や
す
い
市
に
し
た
い
。
今
ま
で

　

は
行
政
に
何
も
関
心
が
な
か
っ
た
が
、

　

こ
れ
か
ら
は
考
え
て
い
き
た
い
。

•
区
長
の
参
加
を
多
く
求
め
た
い
。

•
市
民
総
会
が
な
ぜ
必
要
か
理
解
で
き

　

な
い
。
市
の
政
策
な
ど
は
市
民
が
選

　

挙
で
市
長
･
議
員
に
任
せ
た
の
だ
か

　

ら
市
長
･
議
員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

を
図
る
べ
き
だ
と
思
う
。

今
後
の
方
向
性（
検
討
会
議
の
意
見
）
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市の大切なお知らせをお届けします

「
地
域
自
治
区
っ
て
な
あ
に
？
」

企
画
課
　
　
23
‐
7
6
2
0

　

前
回
は
地
域
自
治
区
制
度
の
概
要
を

説
明
し
ま
し
た
。今
回
は
、地
域
自
治
区

制
度
を
動
か
す
組
織【
地
域
協
議
会
】に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

地
域
協
議
会
は
、
住
み
良
い
地
域
に

す
る
た
め
、
住
民
の
方
で
構
成
さ
れ
る

組
織
で
す
。地
域
を
支
え
る
行
政
区
長
、

す
で
に
地
域
活
動
を
し
て
い
る
方
、
今

後
地
域
へ
積
極
的
に
関
わ
り
た
い
方
な

ど
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

協
議
会
の
役
割
は
、次
の
３
点
で
す
。

①
市
長
か
ら
の
地
域
に
関
す
る
質
問
へ

　

回
答
す
る

②
地
域
に
関
す
る
提
案
を
述
べ
る

③
地
域
を
良
く
す
る
市
民
活
動
へ
の
助

　

成
を
審
査
す
る

　

な
ぜ
こ
う
し
た
仕
組
み
が
新
た
に
必

要
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
自
治
区
制
度
は
、
市
民
意
見
を

必
要
と
す
る
時
に
、
す
ぐ
に
施
策
化
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、地
域

が
必
要
と
す
る
住
民
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

制
度
に
は
、
施
策
化
や
支
援
を
す
る

に
あ
た
り
、地
域
の
特
性
を
生
か
し
、き

め
細
や
か
な
対
応
を
可
能
に
す
る
「
地

域
の
裁
量
」が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
裁
量
」を
市
民
が
決
め
る
こ

と
の
で
き
る
仕
組
み
は
、
従
来
の
行
政

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、新
た
な

仕
組
み
で
あ
る「
地
域
協
議
会
」が
必
要

と
な
る
の
で
す
。

　

地
域
の
裁
量
と
言
わ
れ
て
も
、
地
域

や
行
政
の
こ
と
は
知
ら
な
い
し…

。

　

こ
う
し
た
不
安
は
、
各
地
域
自
治
区

に
新
た
に
設
置
さ
れ
る
市
の
組
織
「
自

治
振
興
事
務
所
」へ
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

　

事
務
所
職
員
は
、
市
民
の
立
場
で
地

域
協
議
会
の
話
し
合
い
が
円
滑
に
進
む

よ
う
適
切
な
情
報
提
供
や
助
言
を
行

い
、
話
合
い
が
難
航
し
た
と
き
に
は
調

整
も
し
ま
す
。

　

地
域
自
治
区
制
度
は
、
地
域
協
議
会

を
通
じ
て
自
分
の
意
見
を
市
政
に
反
映

さ
せ
や
す
く
、
市
政
へ
の
参
加
を
実
感

し
や
す
い
制
度
で
す
。

　

新
城
市
を
よ
り
一
層
、
住
ん
で
い
て

Q
地
域
協
議
会
の
活
動
は
ど

　

う
な
り
そ
う
で
す
か
。

A
年
に
10
回
前
後
の
開
催
と

　

な
る
見
込
み
で
す
。
分
科

　

会
を
設
置
す
れ
ば
活
動
回

　

数
を
減
ら
せ
ま
す
。
な
お
、

　

会
議
と
は
別
に
、
協
議
会

　

の
事
前
調
整
や
資
料
検
討
な
ど
を
要

　

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Q
委
員
の
な
り
手
が
い
な
い
の
で
す
が
。

A
地
域
協
議
会
は
、
35
人
以
内
で
地
区

　

ご
と
に
人
数
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。
地
域
に
無
理
の
な
い
人
数
を

　

決
め
る
会
議
を
平
成
24
年
度
に
設
け
る

　

予
定
で
す
。　

Q
各
地
区
の
主
張
が
ぶ
つ
か
り
、
調
整

　

が
つ
く
の
で
す
か
。

A
調
整
が
つ
か
な
い
主
な
理
由
は
、
各

　

地
区
の
事
情
が
分
か
ら
ず
地
域
の
共

　

通
認
識
が
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た

　

め
、
自
治
振
興
事
務
所
が
適
切
に
情

　

報
を
提
供
し
、
市
役
所
が
培
っ
た
調

　

整
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
住
民

　

同
士
の
共
通
認
識
を
深
め
、
調
整
を

　

図
っ
て
い
き
ま
す
。

Q
地
域
間
の
格
差
が
発
生
し
ま
せ
ん
か
。

A
む
し
ろ
各
地
区
の
良
い
事
例
を
真
似

　

し
合
う
こ
と
で
、
市
全
体
の
底
上
げ

　

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
は
地
域
を

住
み
や
す
く
す
る
た
め
に

市
民
の
方
た
ち
に

意
見
や
方
向
性
を

決
め
て
い
た
だ
く

会
議
で
す
。

地
域
の
こ
と

と
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
け
ど
…

私
に
委
員
な
ん
て

で
き
る
か
し
ら
…

ご
安
心
下
さ
い
。

自
治
振
興
事
務
所

職
員
が
皆
様
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
要
望
を

か
な
え
る
新
し
い

制
度
を
利
用
す
る

た
め
の
会
議
で
す
。

ま
ず
は
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
?

オ
レ
は

参
加
し
て

み
た
い
!!

ガンバレ

試
し
て
み
る

の
も
手
か
な

新
し
い
も
の
に
は

不
安
が
つ
き
も
の

だ
け
ど
…

他
地
域
の
事
情
が

わ
か
ら
な
い
の
で

意
見
が
割
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が

市
が
協
議
会
へ
情
報
を

提
供
し
ま
す
し

調
整
も
い
た
し
ま
す
。

各
地
域
の
意
見
が

ま
と
ま
る
か
な
…
?

は
い

た
と
え
ば

Q
＆
A

「
地
域
自
治
区
っ
て
な
あ
に
？
」

今月のポイント
　地域自治区制度は
“地域の裁量”を認め
る制度。
　この“地域の裁量”
を決める場が地域協
議会。

特集
2 地域自治区ってなあに？

良
か
っ
た
、
今
後
も
住
み
続

け
た
い
と
思
う
ま
ち
に
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

次
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
域

自
治
区
予
算
制
度
」で
す
。

地域協議会の運営方法等
人　　　　数

選 出 方 法

任　　　　期

報　　　　酬

運営方法など

各自治区上限35人、具体的な人数は地域ごとに決定

公共的団体からの推薦、公募など

2年、再任1回（最長4年）

報酬1日3干円（1回3時間程度を想定、交通費込み）

会議は原則公開。
各地域自治区の情報共有のため、各正副会長による
情報交換会を年1回開催。

①②③

だれでも委員に
なれるの ?

地域の味方として
がんばります !

１３

２４
安心の・1地区
1担当者制

三
遠
南
信
自
動
車
道（
鳳
来
峡
IC
〜
浜
松
い
な
さ
北
IC
）開
通

土
木
課
　
　
23
‐
7
6
3
9      

23
‐
7
0
4
7

国
土
交
通
省
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第
二
課

　
0
5
3
‐
4
6
6
‐
0
1
1
7

　

三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、
地
域

連
携
に
大
き
く
寄
与
す
る
重
要
な

道
路
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、
一
般
国
道
４
７
４
号

三
遠
南
信
自
動
車
道
（
鳳
来
峡
IC

〜
浜
松
い
な
さ
北
IC
の
区
間
）
の

開
通
日
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
I
C
名
も
併
せ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

開
通
日

　

３
月
４
日
㈰

開
通
区
間

　

鳳
来
峡
I
C（
新
城
市
名
号
）〜

　

浜
松
い
な
さ
北
I
C
（
浜
松
市

　

北
区
引
佐
町
）

鳳来峡IC

※国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所提供

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

を
実
施
し
ま
す

　

２
月
に
実
施
す
る
経
済
セ
ン

サ
ス
‐
活
動
調
査
は
、
す
べ
て

の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
、

全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を
同

一
時
点
で
網
羅
的
に
把
握
す
る

我
が
国
唯
一
の
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種

行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の

産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化

な
ど
の
地
域
行
政
の
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

支
社
な
ど
の
な
い
事
業
所
に

は
、
調
査
員
が
直
接
う
か
が
い
、

調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

　

支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業
に

は
、
国
、
都
道
府
県
お
よ
び
市

が
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本
社

な
ど
に
調
査
票
を
郵
送
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
で

回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
１
月
末
日
ま
で
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
２
月
１
日

以
降
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る
経
済

　

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
に
従
事

　

す
る
者
に
は
、
統
計
法
に
よ
っ

　

て
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め

　

の
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課
せ
ら

　

れ
て
お
り
、
調
査
票
の
記
入
内

　

容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。

商
工
課
　
　
23
‐
7
6
3
4

経済センサスキャラクター

総務省・経済産業省・愛知県・新城市
　　　経済センサス - 活動調査については、キャンペーン

サイトをご覧ください。

http://www.stat.go.jp/data/e-census/ｃａｍｐａｉｇｎ/index.htm

延
長

　

約
13
．４
㎞

I
C
名
称

　

鳳
来
峡
I
C
、
渋
川
寺
野
I
C
、

　

浜
松
い
な
さ
北
I
C

　

詳
細
は
、
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.cbr.m

lit.go.jp/

　

ham
am
atsu/
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市の大切なお知らせをお届けします

Shinshiro News Spot

　

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度

ま
で
の
、
市
の
障
害
者
福
祉
に
関

す
る
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
す

る
た
め
、
計
画
策
定
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
し
て
い
ま
す
。
計
画

策
定
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る

「
新
城
市
障
害
福
祉
計
画
（
案
）」

に
対
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
制
度
に
よ
り
、
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

１
月
16
日
㈪
〜
２
月
16
日
㈭

提
出
方
法　

　

住
所
お
よ
び
氏
名
を
ご
記
入
の

　

上
、①
〜
④
の
い
ず
れ
か
の
方

　

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
福
祉
課
に
持
参
す
る
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分
②
郵
送
す
る
。

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
福
祉
課

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
　

23
‐
２
０
０
２

④
E
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　
　

fukushi@
city.shinshiro.

　
　

lg.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
受
け
付

　

け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　

意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
方
法
お
よ
び
場
所

•
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
福
祉
課

•
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

　

振
興
課

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分

　あなたの発想や感覚などを広報紙に反映してみま
せんか。編集委員として、広報紙の特集や連載記事
の企画・編集に加わっていただきます。一緒により
分かりやすい広報紙を作っていきましょう。
　市内に在住または在勤で、昼間の会議や取材に出
　られる方
※経験・年齢は問いません。
募集人員
　3～６人
任期
　２年（平成24年４月～平成26年３月）
　住所、氏名、年齢、電話番号を記入し、はがき、
　ファックス、Eメールでお送りください。また、
　電話でも受け付けます。
※ささやかな謝礼を用意しています。
郵送先
　〒４４１‐１３９２（住所の記入不要）
　新城市役所秘書広報課　広報しんしろ「ほのか」係
　２月２９日（水）

　新城市吉川地内に所在する国有地６物件の
売却を予定しています。
所在地・地目・面積
　①吉川字中野52番2・畑・666.64㎡
　②吉川字小黒田129番2・畑・169.42㎡
　③吉川字小黒田129番4・畑・220.48㎡
　④吉川字猿田3番1外1筆・田外・1,379.08㎡
　⑤吉川字猿田4番2・原野・53.10㎡
　⑥吉川字菖蒲41番1外４筆・宅地外・673.15
　　㎡
売却方法
　一般競争入札
価格
　非公表
入札受付期間（予定）
　2月9日㈭～15日㈬
※詳細はお問い合わせください。

hisho-2@city.shinshiro.lg.jp
秘書広報課東海財務局第四統括部門 23‐7623　　23‐7296http://tokai.mof.go.jp/052‐951‐1710

市民編集委員になって広報「ほのか」
を一緒に作りませんか国有地の売却予定

「
東
三
河
ご
み
焼
却
施
設
広
域
化
計
画（
案
）」

へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す生

活
衛
生
課
　
　
22
‐
0
5
2
1

　

平
成
21
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

第
２
次
愛
知
県
ご
み
焼
却
処
理
広

域
化
計
画
（
平
成
20
年
度
〜
29
年

度
）
で
は
、
県
内
を
13
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
割
り
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と

に
ご
み
焼
却
処
理
の
広
域
化
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
市
２
町

２
村
（
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
新
城

市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
、
豊
根

村
、
長
野
県
根
羽
村
）
に
お
い

て
、
ご
み
焼
却
処
理
の
広
域
化
を

具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
「
東

三
河
ご
み
焼
却
施
設
広
域
化
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
に
よ
り
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
29
日
㈬

提
出
方
法

　

住
所
お
よ
び
氏
名
を
ご
記
入
の

　

上
、
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
の
方

　

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
生
活
衛
生
課
（
市
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
内
）
に
持
参
す
る
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

②
郵
送
す
る
。

　

〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

　

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　

新
城
市
役
所
生
活
衛
生
課　

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
　

22
‐
０
５
５
４

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　
　

clean-center@
city.shinshi

　
　

ro.lg.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
は
、受
け
付

　

け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　

意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

•
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

•
生
活
衛
生
課

•
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

　

振
興
課

•
行
政
課
内
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分

市
の
計
画
に
あ
な
た
の
大
切
な
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

秘
書
広
報
課
　
　
23
‐
7
6
2
3

「
新
城
市
障
害
福
祉
計
画（
案
）」
へ
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課
　
　
23
‐
7
6
2
4

案の作成

案の公表・意見募集

意見を検討

計画などの策定・結果の公表

パブリックコメント制度の流れパブリックコメント制度の流れ

皆さんの貴
重な声を、

　市政に届
けてみませ

んか？

　

市
で
は
、
重
要
な
施
策
・
計
画

な
ど
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
そ
の

案
を
担
当
課
の
窓
口
、
広
報
し
ん

し
ろ
「
ほ
の
か
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
、
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た

意
見
を
反
映
し
、
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
こ
れ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
言

い
ま
す
）

　

今
月
号
は
、「
新
城
市
障
害
福

祉
計
画
（
案
）」「
東
三
河
ご
み
焼

却
施
設
広
域
化
計
画
（
案
）」
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
、
在
学
・
在
勤
の
方

な
ら
、
ど
な
た
で
も
意
見
を
提
出

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
数
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
、
市
民
参
加

に
よ
る
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の

大
切
な
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

意
見
を
担
当
課
へ
持
参
、
郵
便
、

　
フ
ァッ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
お
寄
せ

　

く
だ
さ
い
。
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市の大切なお知らせをお届けします

Shinshiro News Spot

〔
期
間
〕
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭
※
土
・
日
曜
日
は
除
く

所
得
税
の
確
定
申
告

　

新
城
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
　

22
‐
２
１
４
１（
自
動
音
声
案
内
）

 
新
城
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
、
平
日
の
午
前
９

　

時
〜
午
後
５
時

申
告
書
の
提
出
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
7
2

　

新
城
市
字
裏
野
１
‐
１

　

新
城
税
務
署　

申
告
が
必
要
な
方

給
与
所
得
が
あ
る
方

•
平
成
23
年
中
の
給
与
収
入
が
2

　

千
万
円
を
超
え
る
方

•
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

　

退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の

　

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

•
給
与
を
2
カ
所
以
上
か
ら
受
け

　

て
い
て
、
年
末
調
整
を
し
な
か

　

っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
各
種

　

の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、
退

　

職
所
得
を
除
く
）
と
の
合
計
額

　

が
20
万
円
を
超
え
る
方
な
ど

公
的
年
金
等
の
受
給
者

　

平
成
23
年
中
の
公
的
年
金
等
の

　

収
入
金
額
の
合
計
額
が
４
０
０

　

万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年

　

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

　

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

　

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

　

告
書
を
提
出
す
る
必
要
が
な
く

　

な
り
ま
し
た
。

•
た
だ
し
、
医
療
費
控
除
な
ど
に

　

よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

　

た
め
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

•
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
で

　

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
住
民

　

税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。
住
民
税
に
関
す
る
詳

　

し
い
こ
と
は
、
税
務
課
へ
お
尋

　

ね
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

　

る
方
な
ど
で
所
得
税
の
額
が
配

　

当
控
除
の
額
を
超
え
る
方

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

税
務
課      　
　

23
‐
7
6
1
5

地
域
振
興
課　
　

32
‐
1
9
8
3

地
域
振
興
課　
　

37
‐
2
2
7
9

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

〔
広
報
ほ
の
か
〕に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

秘
書
広
報
課　
　
23
‐
7
6
2
3

秘
書
広
報
課　
　
23
‐
7
6
2
3

　

市
で
は
、
市
内
企
業
お
よ
び
商
店
街

な
ど
の
振
興
と
、
自
主
財
源
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
バ
ナ
ー
広
告
枠
を
設
け
て
い
ま
す
。

募
集
要
項

掲
出
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.shinshiro.

　

lg.jp/

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
）

　

広
告
枠
は
、
ペ
ー
ジ
右
上

ア
ク
セ
ス
件
数

　

月
平
均
約
２
万
件

月
額
広
告
料
（
１
枠
）

　

１
万
円
（
税
込
）

掲
出
期
間

　

１
カ
月
単
位
で
の
申
し
込
み
が
で
き

　

ま
す
。

申
込
受
付

　

随
時
受
付

　

新
城
市
公
式
サ
イ
ト
広
告
掲
出
申
込

　

書
（
様
式
第
１
号
）
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
上
、
掲
出
を
希
望
す
る
月
の

　

前
月
10
日
ご
ろ
ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ

　

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
広
報
ほ
の
か
」
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ
に
広

告
を
載
せ
ま
せ
ん
か
。

掲
載
料
金

　

６
カ
月
間（
平
成
24
年
4
月
号
〜
9

　

月
号
）で
10
万
円
（
50㎜
×
1
7
0㎜
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
半
分
の
枠（
5
万
円
）

　

も
あ
り
ま
す
。

カ 

ラ 

ー 

　

２
色

掲
載
原
稿

　

原
稿
は
各
自
で
ご
用
意
い
た
だ
き
ま

　

す
。

申
込
方
法

　

2
月
20
日
㈪
ま
で
に
申
込
書
を
、
秘

　

書
広
報
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
へ
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相談時間／午前９時30分～正午・午後１時～４時新城税務署　　　　２月17日（金）・20日（月）
鳳来開発センター　２月21日（火）・22日（水）税理士による無料税務相談

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

申
告
が
必
要
な
方

１
月
１
日
現
在
、市
内
在
住
の
方
で

①
平
成
23
年
中
に
営
業
・
農
業
・

　

不
動
産
・
利
子
・
配
当
な
ど
の

　

所
得
が
あ
っ
た
方

②
公
的
年
金
等
受
給
者
で

•
支
払
先
に
扶
養
控
除
等
申
告
書

　

を
提
出
し
て
な
い
方　

•
社
会
保
険
料
控
除
や
生
命
保
険

　

料
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う
と
す

　

る
方

③
給
与
所
得
者
で

•
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の

　

給
与
収
入
が
あ
る
方
で
、
年
末

　

調
整
が
さ
れ
て
な
い
方

•
平
成
23
年
中
に
退
職
し
た
方

•
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
方

•
雑
損
控
除
所
得
、
医
療
費
控
除

　

な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

④
平
成
23
年
中
に
収
入
が
な
か
っ

　

た
方
で
、
ほ
か
の
親
族
の
税
金

　

上
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
方

⑤
土
地
、
建
物
な
ど
を
売
却
し
た

　

方
な
ど

申
告
が
不
要
な
方

①
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
を
し

　

た
方

②
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
を

　

し
た
方

確
定
申
告
に
持
参
す
る
も
の

•
印
鑑

•
申
告
書

•
電
卓

•
給
与
所
得
者
・
公
的
年
金
等
受

　

給
者
は
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

•
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
な
ど

　

の
保
険
料
）
、
生
命
保
険
料
、

　

地
震
保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の

　

領
収
書
ま
た
は
証
明
書

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
医

　

療
費
の
総
額
を
計
算
し
て
き
て

　

く
だ
さ
い
。

•
所
得
計
算
に
必
要
な
帳
簿
類
な

　

ど
（
収
入
の
分
か
る
も
の
、
経

　

費
の
領
収
書
、
固
定
資
産
課
税

　

明
細
書
な
ど
）

※
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の

　

あ
る
方
は
あ
ら
か
じ
め
収
支
の

　

計
算
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

•
扶
養
控
除
・
配
偶
者
（
特
別
）

　

控
除
を
受
け
る
場
合
は
そ
の
方

　

の
所
得
が
分
か
る
も
の

•
通
帳
な
ど
本
人
名
義
の
口
座
番

　

号
が
分
か
る
も
の

申告相談の会場と日程

対　象　地　区 会　　　　　　場期　　　　　　間

※申告期間の前半や週の初め、また午前中は大変混み合い、長時間お待たせする場合があります。

相談時間／午前９時～午後４時　※午後３時までに受け付けをお願いします。

全 地 区

鳳 来 地 区

菅 守 ・ 開 成 小 学 校 区

巴 ・ 協 和 小 学 校 区

作 手 地 区

市 民 体 育 館

鳳 来 開 発 セ ン タ ー

作 手 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

２月16日（木）～３月15日（木）

２月29日（水）～３月15日（木）

２月16日（木）～2月20日（月）

２月21日（火）～2月23日（木）

２月24日（金）～2月28日（火）
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

男
の
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室

「
脂
肪
を
燃
や
し
て
筋
肉
に
変
え

よ
う
」

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
柔
軟
体

操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た

運
動
で
脂
肪
を
筋
肉
に
変
え
て
み

ま
せ
ん
か
？
今
回
は
男
性
の
方
を

対
象
に
し
た
教
室
で
す
。

　

最
近
お
腹
周
り
が
気
に
な
っ
て

き
た
方
、
健
診
で
要
チ
ェ
ッ
ク
が

入
っ
た
方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　

２
月
３
日
㈮
〜
３
月
９
日
㈮

　

毎
週
金
曜
日（
６
回
実
施
）

　

午
後
２
時
〜
３
時

　

西
部
公
民
館　

　

市
内
在
住
の
男
性

　

20
人

　

藍
は
、赤
ち
ゃ
ん
の
お
む
つ
、作

務
衣
、介
護
の
た
め
の
枕
カ
バ
ー
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
人
々
の
生
活

の
中
で
体
を
保
護
す
る
た
め
長
く

市
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業

消
防
署
作
手
出
張
所

　
37
‐
2
4
6
6

上
級
救
命
講
習
会
の
開
催

女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

市
民
保
険
課

　
23
‐
7
6
2
5

観
来
館
２
月
の
展
示

「
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

写
真
愛
好
会
作
品
展
」

地
域
振
興
課

　
32
‐
0
5
1
3

生
涯
学
習
課
　

　
23
‐
7
6
5
4

学
校
教
育
課
　

　
23
‐
7
6
5
2

み
に
こ
ん
か
ん

●催し・行事●募集
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
仲
間
た

ち
が
、
「
余
生
の
肥
や
し
」
と
し

て
始
め
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
セ

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告

広
告

秘
書
広
報
課

　
23
‐
7
6
2
3

　
23
‐
7
2
9
6

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

第
３
回
男
性
の
料
理
教
室

市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務

す
る
講
師
を
募
集

藍
染
め
体
験
教
室

「
藍
の
パ
ワ
ー
で
防
臭
・

ア
ト
ピ
ー
対
策
」

ヤマザキ
デイリーストアー

GS
151バイパス

とみかわや
清龍

至
長
篠

至
一
宮

荒井
●

●●
●

ココ
0536-23-2211

新城市杉山字大東２３-６　　Ｅ-ｍａｉｌ：ｓａｋａｇｕｒａ-ｗａｎｉ＠ａｉｒ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ
FAX0536-23-7331

☆毎月5日・15日・25日はポイント2倍デー☆
2７㈮2８㈯2９㈰完全予約限定の絶品・日本酒

早朝搾ったばかりの生酒を、
その日の晩酌に飲んでいただこうという、

超 ! 贅沢な企画です。

（注）ラベルは今年のものです

毎月第4週の金・土・日は

〆切間近・1/26 ㈭迄

●発売日●
平成24年2月4日㈯

　毎年立春(２/４)の早朝に田口
までお酒を搾りに出かけます。
　蔵元近くの神社の神主様に1
年間の無病息災を祈祷していた
だき持ち帰ってくるお酒です。

1.6８０円

1月特売日

720㎖
〈超!新鮮〉

激安特売日蓬莱泉・立春朝搾り

お酒は二十歳を過ぎてから

　

Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民

パ
ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。

情
報
シ
ス
テ
ム
課

　
23
‐
7
6
1
2

　
23
‐
2
0
0
2

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座〔
２
月
分
〕

joho@
city.shinshiro.lg.jp

　

目
の
前
で
家
族
が
倒
れ
た
ら
、

あ
な
た
は
、
ど
う
し
ま
す
か
？
何

も
し
な
け
れ
ば
、
最
悪
の
事
態
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
時
に
、
慌
て
て
何

も
で
き
ず
に
後
悔
し
な
い
た
め
に

も
、
こ
の
機
会
に
救
命
処
置
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
勇
気
の一
歩
が
「
命
」

を
救
い
ま
す
。

　

２
月
12
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

消
防
署
作
手
出
張
所（
作
手
総

　

合
支
所
東
側
）　　
　

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
、
小
児

　

お
よ
び
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇

　

生
法
、止
血
法
、異
物
除
去
、搬

　

送
法
、
感
染
防
止
、
傷
病
者
管

　

理
法
、外
傷
の
手
当
て

　

中
学
生
以
上

　

15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

男
子
厨
房
に
入
り
ま
し
ょ
う
! !

　

作
る
こ
と
が
楽
し
く
な
る
と
、

さ
ら
に
お
い
し
く
な
り
ま
す
。

　

初
心
者
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

2
月
18
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

ま
か
な
い
料
理
に
挑
戦

•
つ
み
れ
鍋

※
仕
入
れ
の
都
合
に
よ
り
、
変

　

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

調
理
師　

浅
田
利
彦
氏

　

男
性
16
人 

（
先
着
順
）

　

９
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

　

2
月
14
日
㈫

　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

エ
プ
ロ
ン
、
頭
に
巻
く
バ
ン

　

ダ
ナ
、
筆
記
用
具

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、市
内
の

小
・
中
学
校
で
講
師
と
し
て
勤

務
し
た
い
方
の
登
録
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、学
校

教
育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

講
師
登
録
が
で
き
る
方
は
、小

学
校
教
員
免
許
ま
た
は
中
学
校

教
員
免
許
を
所
有
す
る
方
で
す
。

秘
書
広
報
課

　
23
‐
7
6
2
3

　

女
性
が
直
面
す
る
相
続
、離
婚
、

金
銭
な
ど
身
の
ま
わ
り
の
問
題
に

つ
い
て
、解
決
の
た
め
の
一
歩
を

踏
み
出
す
た
め
、女
性
の
弁
護
士

が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

2
月
21
日
㈫

　

①
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

　

②
午
後
２
時
15
分
〜
３
時

　

③
午
後
３
時
〜
３
時
45
分

　

④
午
後
３
時
45
分
〜
４
時
30
分

　

は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

　

女
性
４
人

　

相
談
は
秘
密
を
守
り
無
料
で

　

す
。

　

予
約
制
で
、
2
月
１
日
㈬
か
ら

　

電
話
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま

　

す
。

（
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

　

後
５
時
15
分
ま
で
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

無
料

　

１
月
18
日
㈬
か
ら
電
話
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
健
診（
要
予
約
）

　

年
に
１
度
の
健
診
、
今
年
は
も

う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？
忙
し
く

て
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象

に
集
団
で
健
診
を
実
施
し
ま
す
。 

　

２
月
２
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　

西
部
公
民
館　

　

基
本
項
目（
身
体
計
測
、
血
圧
、

　

尿
検
査
、血
液
検
査
な
ど
）大
腸

　

が
ん
検
診
、骨
密
度
測
定

　

市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

　

で
、
今
年
度
特
定
健
診
未
受
診

　

者
の
方

　

70
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　

１
，５
０
０
円

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

ン
ス
と
腕
前
を
感
じ
る
作
品
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

２
月
1
日
㈬
〜
29
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
29
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　

観
来
館
（
鳳
来
寺
山　

表
参
道

　

入
口
）

　

休
館
日
は
月
・
火
曜
日

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。肌
着
を
染

め
て
藍
の
パ
ワ
ー
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

２
月
29
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

　

山
の
工
房

　

（
新
城
市
字
宮
ノ
前
30
‐
１
）

　

原
田
弘
子
氏

　

ど
な
た
で
も

　

15
人（
先
着
順
）

　

１
，
５
０
０
円（
藍
代
な
ど
、
当

　

日
集
金
）

　

生
涯
学
習
課
へ
直
接
ま
た
は
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

２
月
17
日
㈮

　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
を
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。ま
た
、木
綿
の
肌
着

　

を
一
枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め

よ
う
と
し
て
い
る
方
、
初
め
て

パ
ソ
コ
ン
を
触
る
方
を
対
象

に
、
電
源
の
入
れ
方
や
基
本
操

作
、
簡
単
な
文
書
作
成
な
ど
を

や
さ
し
く
、
丁
寧
に
指
導
し
ま

す
。

　

2
月
18
日
㈯　
　
　
　

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

　

以
上
の
方
。

　

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

　

抽
選
を
行
い
ま
す
。

　

無
料 

※
テ
キ
ス
ト
代
1
，0
5
0
円
を 

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

　

1
月
23
日
㈪
〜
2
月
9
日
㈭

　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

　

ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

　

号
、
年
齢
を
ご
記
入
の
上
、
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　

（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
情
報
シ
ス
テ
ム
課

　

「
市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

建設業・各種営業許可／内容証明／省エネ…
ふれあい相続後見センター　　新城駅前　徒歩2分　【見積り無料】

遺言／相続／後見
会社・ＮＰＯ・公益法人／補助金／入国管理

鈴木達也行政書士事務所
TEL0536-22-4175

★5月21日☆「金環日食をみんなで楽しもう！」★
♥太陽が見える。あなたの未来が見えてくる（日食グラス取扱中）

♥東日本に、母校の子供たちに届けよう運動　推進中！

☆2月22日は「行政書士記念日」　（終日、無料相談受付）

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

応募方法

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

あ
さ

だ

と
し
ひ
こ

は
ら

だ

ひ
ろ
こ
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ●募集●そのほか

お
む
つ
に
掛
か
る
費
用
の

医
療
費
控
除
の
取
り
扱
い

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
み
ん
な
で
築
こ
う
徘
徊
・

見
守
り
Ｓ
О
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〜

下
水
道
へ
の
接
続
は
お
済
み
で
す
か

siea@
tees.jp

児
童
課

　
23
‐
7
6
2
2

地
域
振
興
課

　
32
‐
1
9
8
2

地
域
振
興
課

　
37
‐
2
2
7
9

子
ど
も
手
当
の
振
り
込
み

市
国
際
交
流
協
会

　
23
‐
7
7
8
3

市
民
病
院
総
務
課

　
23
‐
7
8
5
2

商
工
課

　
23
‐
7
6
3
4

新
城
設
楽
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

　
23
‐
8
7
0
0

長
寿
課  

　23
‐
7
6
8
8

長
寿
課  

　23
‐
7
6
8
8

企
画
課  

　
23
‐
7
6
2
0

下
水
道
課
　
23
‐
7
6
4
4

下
水
道
課
　
23
‐
7
6
4
4

乾
燥
肥
料
を
無
料
配
布
し
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
発
行

　

子
ど
も
手
当（
10
〜
１
月
分
）を

２
月
３
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
手
続
き
が
お
済
み
の
方
は
金

融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

（
申
請
手
続
き
を
し
た
時
期
に
よ

り
、
２
月
の
振
り
込
み
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　

平
成
23
年
10
月
以
降
は
、
新
た

に
子
ど
も
手
当
の
認
定
申
請
が
必

要
で
す
。こ
の
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
方
は
手
当
て
が
受
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
産
、転
居
、転
職
な
ど
の
際
は

　

児
童
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　

総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
届
け

　

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い

と
、台
所
や
お
風
呂
、洗
面
所
な
ど

か
ら
流
れ
出
る
生
活
排
水
が
川
や

海
へ
流
れ
込
み
、
水
質
汚
濁
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

蛍
の
飛
び
交
う
せ
せ
ら
ぎ
と
、

自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
設
備
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
所
得

税
法
施
行
令
と
地
方
税
法
施
行
令

の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
で

も
、
身
体
障
害
者
に
準
ず
る
な
ど

と
し
て
、
市
長
の
認
定
を
受
け
て

い
れ
ば
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と

さ
れ
ま
す
。

　

障
害
者
控
除
の
認
定
を
受
け
る

に
は
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

市
の
要
介
護
認
定
で
、
要
介
護
１

以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で

一
定
の
条
件
を
満
た
す
方
が
該
当

と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
寿
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
城
地
区
の
農
業
集
落
排
水
施

設
で
は
、
発
生
す
る
汚
泥
を
農
地

還
元
す
る
た
め
、
乾
燥
さ
せ
て
肥

　

お
む
つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の

対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。確

定
申
告
の
と
き
、
こ
の
控
除
を
受

け
る
に
は
、領
収
書
に
加
え
、医
師

の
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明

書
」
を
提
示
ま
た
は
添
付
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。２
年
目
以
降（
初

年
の
申
告
が
必
要
）
の
医
療
費
控

除
は
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
に
代

え
、市
が
確
認
し
た
書
面（
申
請
が

必
要
）で
控
除
が
で
き
ま
す
。

長
寿
課
に
お
け
る
確
認
な
ど

⒈
お
む
つ
使
用
の
対
象
者
は
①
か

　

ら
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

で
す
。

　

①
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
の
認

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ

う
。そ
し
て
、認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
を
支
え
る
た
め
に
何
が
で
き

る
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

２
月
７
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　

ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ
は
し

　
（
豊
橋
市
神
野
ふ
頭
町
3
‐
22
）

　

①
講
演
「
認
知
症
の
理
解
と
地

　
　

域
づ
く
り
」

　

②
実
践
報
告

　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
、
民
生

　
　

委
員
な
ど

　

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　

内
科
総
合
診
療
部
長

　

遠
藤
英
俊
氏

　

一
般
県
民

　

２
０
０
人

　

無
料

　

市
国
際
交
流
団
体「
さ
く
ら
」さ

ん
と
共
催
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
皆
さ
ん
と
交
流

を
通
じ
て
、
異
文
化
の
世
界
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

２
月
26
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

西
部
公
民
館

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
方
と
の
交
流

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
マ
レ
ー
シ

　

ア
留
学
生　

　

県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

消
費
者
行
政
の
推
進
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

主
な
仕
事

①
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ

　

れ
る
商
品
、不
当
な
表
示
、悪
質

　

商
法
、
生
活
必
需
品
の
価
格
動

　

向
な
ど
の
観
察
・
通
報

②
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

　
（
年
３
回
程
度
）

③
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・

　

要
望
の
提
出

④
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生

　

活
に
関
す
る
情
報
の
提
供

⑤
研
修
会
（
年
１
回
の
予
定
）
へ

　

の
出
席

①
県
内
に
お
住
ま
い
の
満
20
歳
以

　

上
の
方
（
公
務
員
・
公
職
選
挙

　

法
に
よ
る
公
職
者
は
除
く
）

②
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
開

　

看
護
師
の
資
格
を
有
し
な
が

ら
、
就
職
を
し
て
い
な
い
方
を
対

象
に
復
職
支
援
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

　

３
月
１
日
㈭
、２
日
㈮

　

市
民
病
院

　

•
講
義

　
　

｢最
近
の
看
護
の
動
向
」、

　
　
「
医
療
事
故
防
止
・
感
染
対

　
　

策
に
つ
い
て
」

　

•
演
習

　
　
「
看
護
技
術
演
習（
バ
イ
タ
ル

　
　

サ
イ
ン
測
定
・
採
血
・
注
射

　
　

な
ど
）」

　

•
病
院
実
習
と
演
習

　
　
「
救
命
蘇
生
」な
ど

※
直
接
患
者
の
処
置
は
行
い
ま
せ

　

ん
。

　

市
民
病
院
看
護
師

　

看
護
師
・
准
看
護
師
の
資
格
を

　

持
ち
、現
在
未
就
業
で
、新
城
以

　

北
で
の
再
就
職
を
希
望
す
る
方

　

無
料（
昼
食
あ
り
）

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

看
護
師
、
准
看
護
師
免
許
の
写

　

し
、
白
色
の
靴

※
白
衣
の
貸
与
あ
り

申
込
期
間

　

２
月
１
日
㈬
〜
24
日
㈮

　

韓
国
出
身
の
講
師
を
招
き
、
韓

国
料
理
教
室
を
実
施
し
ま
す
。本

場
の
韓
国
の
家
庭
の
味
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

３
月
11
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

新
城
青
年
の
家

　

韓
国
料
理
数
品

　

李　

永
子
氏（
韓
国
出
身
）

　

20
人
（
先
着
順
、
協
会
会
員
優

　

先
）

　

協
会
会
員　
　
　
　

８
０
０
円

　

一
般　
　
　
　

１
，
０
０
０
円

　

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

２
月
24
日
㈮

マ
レ
ー
シ
ア
っ
て
ど
ん
な
国
？

siea@
tees.jp

市
国
際
交
流
協
会

　
23
‐
7
7
8
3

韓
国
料
理
教
室

看
護
師
復
職
支
援
研
修

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
募
集

※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

広
告

広
告 無理のない範囲で節電をお願いします

暮らしの中でできる節電。どんなことがあるのかな？

防寒には、
ひざかけや
重ね着が効果的。

断熱マットを
敷いてから、
電気カーペットを。

いらない照明は、
こまめにオフ。

ランプや傘を
こまめに拭いて、
明るさは控えめに。

県
健
康
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

　
0
5
2
‐
9
5
4
‐
6
3
1
0

後
援　

　

新
城
市
医
師
会
、
北
設
楽
郡
医

　

師
会
、
東
三
河
北
部
医
療
圏
地

　

域
医
療
対
策
協
議
会

　

催
す
る
研
修
会
に
出
席
で
き
る

　

方
任
期

　

依
頼
し
た
日
か
ら
平
成
25
年
３

　

月
31
日
ま
で

謝
礼

　

年
額
４
，５
０
０
円
以
内（
予
定
）

　
２
月
16
日
㈭

　

県
民
生
活
プ
ラ
ザ
ま
た
は
市
が

　

配
布
す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事

　

項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
、愛

　

知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

　

50
人
程
度（
先
着
順
）

　

無
料

　

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

定
を
受
け
た
方

　

②
寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
方

　

③
尿
失
禁
発
生
の
可
能
性
が
あ

　
　

る
方

⒉
確
認
方
法
は
、
要
介
護
認
定
業

　

務
で
使
用
さ
れ
た
主
治
医
意
見

　

書
（
該
当
年
・
平
成
23
年
中
に

　

作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る
）
の

　

内
容
確
認
に
よ
り
行
い
ま
す
。

⒊
手
数
料
と
し
て
２
０
０
円
が
必

　

要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
寿
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
に
し
て
い
ま
す
。

　

肥
料
は
、
成
分
検
査
を
し
て
肥

料
登
録
し
た
安
全
な
も
の
で
、
細

か
く
粉
砕
し
、
約
15
㎏
程
度
に
袋

詰
め
し
て
配
布
し
ま
す
。

　

畑（
田
に
は
散
布
不
可
）、
家
庭

菜
園
、
花
壇
な
ど
に
使
用
さ
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

配
布
場
所
は
、
下
水
道
課
ま
た

は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

整
備
課
で
す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

企
画
課

　
23
‐
7
6
2
0

新城市玖老勢字新井９
TEL（０５３６）３５－１１９１

山びこの丘

山びこの丘２月のイベ
ントは、

田舎料理をつくろう!!玉こんにゃくの会
平成２４年 2月２５日（土）１０：００～１５：００

※詳細はお問い合わせ下さい。

http://www.sanyurin.jp/yamabiko

今年も美味しくてカワイイ限定スイーツを販売します。

リ
　
　
　
ヨ
ン
ジ
ャ

え
ん
ど
う
ひ
で
と
し ま

ち
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ●募集●そのほか

「くちびるに歌を」
中田永一／著　小学館　
　好評「吉祥寺の朝
日奈君」「百瀬、こっ
ちを向いて」の著者
が、中学合唱コンクー
ルを目指す少年少女
たちを描いた感動青春小説です。
「小学館こども大百科 
キッズペディア」
　写真やイラスト満載
の大人も楽しく学べる
百科事典です。ぜひ
ご一緒にどうぞ !
「おやおやおやつ」
庄司三智子／著　岩崎書店
　「もちもちおもち」に
続くおやつ絵本です。
今回もゴロ合わせの
口上も楽しく、とても
かわいいおやつたち
が登場します。すみ
からすみまで楽しめる極上の絵本で
す。
■今回の直木賞・芥川賞受賞作家の
　著作を特集コーナーにそろえました

　2月22日(水)から3月2日(金)までの間、
特別館内整理（蔵書の点検・整理など)
を行います。期間中は休館となりますの
で、本の返却は、図書館玄関左手のブ
ックポストまたは鳳来・作手各総合支所
にあるブックポストへお願いします。(付
録のＡＶ資料は、いたみますので避け
てください)

貸出券作成
鳳来・作手各総合支所でも交付の申請可。
後日、自宅に郵送。
ファックス貸出
ファックスで申し込めば、一度に3冊まで
鳳来・作手各総合支所へ届けます。

新城図書館　 23‐2333    24‐3415

新城図書館のご案内
開館時間　午前9時～午後8時
連日開館　休館日は月末1日のみ
貸出冊数　一人8冊まで（15日間）

　2月7日(火)から21日(火)までを特別貸
出期間とします。期間中は、一人15冊
まで4週間借りることができます。

おすすめ本の紹介

特別館内整理と休館について

特別貸出について

新
城
警
察
署
だ
よ
り

新
城
警
察
署　

　

22
‐
0
1
1
0

す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
！

　

ひ
と
り
で
振
り
込
ま
な
い
！

　
　

必
ず
誰
か
に
相
談
す
る
！

〜
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
〜

　

皆
さ
ん
で
よ
く
次
の
点
を
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

•
振
り
込
む
よ
う
に
電
話
が
あ
っ

　

た
ら
、
振
り
込
む
前
に
必
ず
事

　

実
を
確
認
す
る
か
誰
か
に
相
談

　

す
る
。

•
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
や
根
拠

　

の
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
請
求
は
無

照
明
施
設（
新
城
地
区
）な
ら
び
に
、

有
海
緑
地
公
園
の
受
け
付
け
窓
口

が
変
わ
り
ま
す

文
化
会
館
・

ふ
る
さ
と
情
報
館
の
休
館

　

視
す
る
。

•
正
規
の
業
者
が
融
資
の
前
に
保

　

証
金
な
ど
の
名
目
で
お
金
を
振

　

り
込
ま
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

•
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番

　

号
は
他
人
に
教
え
な
い
。警
察

　

官
や
金
融
機
関
職
員
が
暗
証
番

　

号
を
尋
ね
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。　

第
21
回
新
城
市
民
鳳
来

地
区
ゴ
ル
フ
大
会

　

現
在
、照
明
施
設（
新
城
地
区
）

な
ら
び
に
、
有
海
緑
地
公
園
の
使

用
申
請
は
、
文
化
会
館
窓
口
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
課
で
の
受
け
付
け
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

申
請
先
変
更
施
設

•
夜
間
照
明

　

新
城
小
学
校
校
庭
照
明
施
設
、

　

千
郷
小
学
校
校
庭
照
明
施
設
、

　

八
名
中
学
校
校
庭
照
明
施
設
、

　
有
海
緑
地
公
園
野
球
場
照
明
施
設
、

　

新
城
高
校
校
庭
照
明
施
設

•
有
海
緑
地
公
園

　

野
球
場
、
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ

　

ー
ト

新
城
地
域
文
化
広
場
の
改
修
工
事

に
伴
い
、
文
化
会
館
・
ふ
る
さ
と

情
報
館
を
休
館
し
ま
す
。

　

４
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

※
休
館
中
は
電
話
が
つ
な
が
り
ま

　

せ
ん
。
ご
用
の
あ
る
方
は
、
文

　

化
会
館
事
務
室
へ
直
接
お
越
し

ス
ポ
ー
ツ
課

　

23
‐
7
6
5
3

文
化
課

　

23
‐
7
6
5
5

ス
ポ
ー
ツ
課

　

23
‐
7
6
5
3

　

23
‐
8
3
3
8

使
用
申
請
窓
口

•
ス
ポ
ー
ツ
課

　

４
月
２
日
㈪
か
ら
受
け
付
け

※
３
月
31
日
㈯
ま
で
は
文
化
会
館

　

窓
口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時

使
用
申
請
期
間

•
照
明
施
設

　

使
用
す
る
前
月
の
１
日
〜
20
日

•
有
海
緑
地
公
園

　

使
用
す
る
前
々
月
の
１
日
〜
使

　

用
日
の
５
日
前

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新城保健センター　　23‐8551
鳳来保健センター　　32‐2811
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
月
14
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
月
15
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　

２
月
23
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

「
８
０
２
０
運
動
」は
、「
80
歳
以
上
で

20
本
以
上
の
歯
を
保
つ
こ
と
」を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
歯
科
医
師
会
で
は
、対
象
の

方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。今
年
度
、

市
で
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
　

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

3
月
12
日
㈪　

午
前
実
施

　
（
乳
が
ん
の
み
一
日
実
施
）

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
大
腸
が 

　

ん
※
40
歳
代
の
方
の
乳
が
ん
検
診
は

　

二
方
向
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

　

行
い
ま
す
。

　

乳
が
ん　
　
　

１
，
３
０
０
円

　
　
（
40
歳
代　

１
，
４
０
０
円
）

　

子
宮
が
ん　
　
　
　

８
０
０
円

　

大
腸
が
ん      　
　

３
０
０
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に

　

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

２
月
28
日
㈫

　

午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　

身
体
計
測
、
親
子
遊
び
、
お
や

　

つ
試
食
、
は
み
が
き
指
導
な
ど

　

平
成
22
年
12
月
〜
平
成
23
年
３

　

月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
家
族

　

母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ
ラ
シ
、

　

よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　

筆
記
用
具

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

２
月
14
日
㈫

　

午
後
１
時
20
分

　

妊
産
婦
・
一
般（
成
人
）の
方

　

無
料

　

母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康
手

　

帳
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

と
こ
と
こ
幼
児
教
室（
要
申
込
）

　

３
月
31
日
㈯
ま
で

　

保
険
証
な
ど
住
所
の
確
認
が
で

　

き
る
も
の

※
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ

　

い
。

乳
が
ん
検
診

　
　

市
民
病
院

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
視
触
診

※
40
歳
代
の
方
は
二
方
向
の
レ
ン

　

ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
い
ま
す
。

　

１
，
０
０
０
円

（
40
歳
代　

１
，
１
０
０
円
）

子
宮
が
ん
検
診

　
　

荻
野
医
院
、
市
民
病
院

　

子
宮
頸
部
の
細
胞
診

　

１
，
０
０
０
円

医
療
機
関
で
の
が
ん
検
診

　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
診

　
　
　
　
　
　
　
（
要
申
込
）

•
歯
み
が
き
を
し
っ
か
り
行
う
。

•
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
健
診
を
受

　

け
、早
期
治
療
に
努
め
る
。

•
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
食
べ
て
い

　

る
。

•
よ
く
噛
ん
で
食
べ
て
い
る
。

•
牛
乳
や
小
魚
な
ど
カ
ル
シ
ウ
ム
の

　

多
い
食
品
や
、硬
い
も
の
を
よ
く
食

　
べ
て
い
る
。

•
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
と
、 

体
を

　

動
か
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

３
月
３
日
㈯

　

秋
葉
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

　

電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
郵

　

送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
２
月

　

３
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
の
記
入
不
要
）

　

新
城
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
課

　

く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
を
除
き

　

ま
す
）

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。８

０
２
０
運
動

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

自
分
の
歯
を
保
つ
秘
訣
と
は
？

《
敬
称
略
》

※
３
月
31
日
現
在
で
の
年
齢
で
す
。

鈴
木　

治
典

竹
下　

金
市

星
野　

澄
夫

藤
原　

義
一

浅
岡
あ
い
子

請
井　

利
自

請
井 

み
子

金
沢　

文
子

渡
邉　

敏
子

森
下
チ
エ
子

近
藤　

正
一

松
井　
　

茂

竹
下　

幸
子

贄　

和
佐
男

大
木　

路
子

高
木　

益
一

池
田　

浩
平

岡
本　

哲
雄

小
澤　

博
子

門
林　

敏
男

（
竹
広
）

（
玖
老
勢
）

（
作
手
川
合
）

（
今
出
平
）

（
長
篠
西
）

（
長
篠
西
）

（
川
路
）

（
井
代
）

（
東
新
町
）

（
ド
ゥ
デ
イ
）

（
鴨
ケ
谷
）

（
門
谷
）

（
相
寺
）

（
鳳
来
川
合
）

（
只
持
）

（
栄
町
）

（
黄
柳
野
）

（
海
老
）

（
大
野
田
）

（
上
吉
田
）

（
大
野
）

（
副
川
）

（
川
路
）

（
本
町
）

（
新
城
中
町
）

（
片
山
）

（
上
吉
田
）

（
大
野
）

（
有
海
）

（
七
郷
一色
）

（
七
郷
一色
）

（
平
井
）

（
川
田
）

（
湯
谷
）

（
平
井
）

（
守
義
）

（
大
輪
）

（
一鍬
田
）

（
中
市
場
）

（
栄
町
）

（
副
川
）

（
栄
町
）

（
睦
平
）

（
海
老
）

81
歳

82
歳

81
歳

80
歳

80
歳

80
歳

82
歳

82
歳

80
歳

80
歳

82
歳

80
歳

80
歳

84
歳

81
歳

80
歳

80
歳

83
歳

83
歳

81
歳

81
歳

81
歳

81
歳

81
歳

80
歳

80
歳

80
歳

85
歳

82
歳

82
歳

81
歳

81
歳

80
歳

82
歳

80
歳

83
歳

81
歳

81
歳

80
歳

80
歳

82
歳

80
歳

80
歳

80
歳

31
本

28
本

28
本

28
本

28
本

28
本

27
本

27
本

27
本

27
本

26
本

26
本

26
本

25
本

25
本

25
本

25
本

24
本

24
本

24
本

24
本

24
本

24
本

24
本

24
本

24
本

24
本

23
本

23
本

23
本

23
本

23
本

23
本

22
本

22
本

21
本

21
本

21
本

21
本

21
本

20
本

20
本

20
本

20
本

井
村　

正
雄

鈴
木　

愛
子

近
藤
伊
都
子

金
田　

貞
治

坂
本　
　

諒

矢
田　

幸
利

滝
川　

秋
夫

山
本　

悦
子

伊
奈
喜
志
子

林　
　

武
夫

鈴
木　

か
ね

小
笠
原
勝
治

荻
野　

昌
利

大
原
千
代
花

加
藤
多
喜
雄

加
藤　
　

弘

 

谷　

俊
子

伊
藤　

と
し

波
多
野
茂
保

伊
藤　

米
二

大
野　

禮
子

鈴
木　

義
人

夏
目　

治
子

松
崎　

和
夫

なか た えい いち

きち じょう じ

ひ　 な　 くん

あさ

しょう じ　　み ち こ

もも　 せ

こうじょう

し
っ
か
ん

け
い

ま
さ 

お

あ
い 

こ

さ
だ
は
る

 
 
 
 

ま
こ
と

ゆ
き
と
し

あ
き 

お

え
つ 

こ

た
け 

お

か
つ 

じ

ま
さ
と
し

 
 
 

ひ
ろ
し

と
し 

こ

し
げ
や
す

よ
ね 

じ

れ
い 

こ

よ
し 

と

は
る 

こ

か
ず 

お

ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル

　
じ
　す
け

き
ん
い
ち

す
み 

お

よ
し
か
ず

と
し 

じ

ふ
み 

こ

と
し 

こ

し
ょ
う
い
ち

 
 
 
 

し
げ
る

さ
ち 

こ

み
ち 

こ

ま
す
い
ち

こ
う
へ
い

て
つ 

お

ひ
ろ

こ 

と
し 

お

ち

 

よ

 

か

た

き

お

わ

さ

お

い
　
つ 

　
こ

き
　
し
　
こ

す
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募集科名　
　モノづくり総合科（メタルクラフトコース）、木
　材工芸科、住宅デザイン科　
訓練期間　
　4月6日㈮～9月25日㈫
　各科30人　
　職業の転換を必要とする離転職者など
　入校願書を所管の公共職業安定所へ提出してく
　ださい。

　2月12日㈰、18日㈯、25日㈯の3日間
　午前9時～午後5時
　文化会館304会議室
　急病・けが・きず・骨折の対応、心肺蘇生・
　AEDの使い方、搬送・救護の方法など
※日本赤十字社愛知県支部指導員による講習
　です。
　25人
※定員になり次第締め切ります。
　教材費3,000円
　最終日希望者に検定があり、合格者に救急
　法救急員認定証を
   交付（後日郵送）します。

　冬の寒さに耐える植物や生きものを観察し
て、春の到来を感じてみませんか。
　2月26日㈰　　午前9時30分～正午
※少雨決行
　新城総合公園管理事務所前（テニスコート前）
　「NPO法人東三河自然観察会」の会員によ
　る自然ガイドウォーク
　小学生以上
　無料
　1月26日㈭から管理事務所窓口または電話
　で予約を受け付けます。
　当日の参加も可能です。

新城総合公園管理事務所　 
　25‐1144

文
化
課
　
　
23
‐
7
6
5
5

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

再
発
見
！

70

ネ
コ
ギ
ギ

　

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）
に

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
三
重
県
の
五
十
鈴
川
か

ら
岐
阜
県
の
長
良
川
、
そ
し
て
愛

知
県
の
豊
川
ま
で
の
伊
勢
湾
と
三

河
湾
に
そ
そ
ぐ
河
川
の
中
・
上
流

域
に
の
み
生
息
す
る
ギ
ギ
科
の
魚

で
す
。
日
本
固
有
種
で
、
全
長
は

７
〜
10
㎝
ほ
ど
。
あ
ご
に
は
上
下

二
対
の
ひ
げ
が
あ
り
ま
す
。

 

ず
ん
ぐ
り
し
た
体
形
で
色
は
黒

く
、
豊
川
上
流
で
は
古
く
か
ら

「
ク
ロ
ミ
コ
」
「
ク
ロ
サ
シ
」

「
ク
ロ
ホ
」
「
ク
ロ
ン
サ
」
な
ど

と
呼
ば
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
生
息
場
所
は
、
砂
や
小
石

の
混
ざ
る
川
底
で
、
夜
に
な
る
と

岩
陰
か
ら
出
て
来
て
水
生
昆
虫
な

ど
を
食
べ
ま
す
。

　

ネ
コ
ギ
ギ
と
正
式
に
名
前
が
つ

い
た
の
は
昭
和
38
年
（
１
９
６
３

年
）
で
、
ほ
ん
の
48
年
前
の
こ
と

で
す
。
当
時
の
記
録
で
は
、
県
東

部
の
矢
作
川
や
豊
川
の
中
・
上
流

域
各
地
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
川
に
親
し

ん
で
き
た
方
た
ち
は
、
口
々
に

「
昔
は
よ
く
見
か
け
た
」
と
言
い

ま
す
。
河
川
改
修
や
ダ
ム
、
砂
防

堰
堤
、
河
川
敷
の
砂
利
採
取
な
ど

で
生
息
環
境
を
破
壊
さ
れ
た
り
、

水
質
悪
化
な
ど
に
よ
っ
て
生
息
数

が
減
少
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

地
球
上
の
こ
の
地
域
で
し
か
生

息
し
な
い
、
貴
重
な
生
き
物
が
私

た
ち
の
前

を
流
れ
る

豊
川
で
暮

ら
し
て
い

ま
す
。

国
指
定
天
然
記
念
物

鳥獣害対策室　　 　　　　　23‐7672

新城設楽農林水産事務所
新城設楽農業改良普及課　    23‐2111獣害対策

　4月から隔月で 5回連載してきましたが、今回
で最後になります。今までの知識を総合して対
策しましょう。
　いろいろな対策を合わせることで、獣が侵入
しにくい環境を強化し、侵入防止対策として合
わせ技で対応しましょう。
いろいろな対策の合わせ技
⒈　林から出てきても荒廃田や廃屋周辺の潅木
　　などが切られ、身をさらけ出さないと餌の
　　ある畑まで近づけない。（やぶの伐採、緩衝
　　帯整備）
⒉　生ゴミや放棄果樹が無くなり、探しても簡
　　単には餌が見つからない。（餌の撤去）
⒊　畑にたどり着いても囲いがあり、入れない
　　（柵の設置）
⒋　手を差し入れて餌に届きそうなところに
　　は、細かい編み目のネットが合わせ張りし
　　てあり、手が入らない（柵の合わせ技）
⒌　大豆、トウモロコシといった好物が近寄り
　　にくい家側や犬小屋に近いところにしか植
　　えられていない（畑など植栽レイアウトの
　　見直し）
⒍　畑の周りの囲いには防風網が重ねて張って
　　あり、中が外からよく見えない（目隠し対策）
⒎　発見されれば、必ず花火が狙いを定めて飛
　　んでくる。また、山の中までモンキードッグ
　　が追いかけてくる（追い払いの実施）
いろいろな獣種に対する柵の合わせ技
　サルやイノシシ、ハクビシンなど、複数種の獣

が来る畑では１獣種対応の柵では手に負えませ
ん。獣種別生態的特性を考慮し、柵を組み合わせ
ましょう。
　ポイントは、イノシシは金網と地際部、シカは
電気柵の高さは 150cm以上、サル・ハクビシン
は登らせてから電気ショック、さらにハクビシ
ンはネットの上部と電気柵の間が５cm、サルは
飛び込み防止用に、防鳥網を電気柵線の内側に
張ります。
　これらすべてを組み合わせたのが図の「全て
の獣種に勝てるべい（塀）」です。（この柵は個人
の畑を守る柵です）
　獣種や農地の環境に合わせて総合的に対策し
ましょう。獣害対策は個人が行うだけでは効果
が上がりません。集落みんなで「獣害対策の勉強
がしたい」というご希望がありましたらお問い
合わせください。

対策は合わせ技で

図　「全ての獣種に勝てるべい（塀）」

外側

作物側

電気柵線
上に弾性ポール
１２５cm（２１０）

２cm

防鳥ネット

下半分に金網
ベグ

イノシシ用に折り返す

３５
３０
２５
２５
５cm

鉄パイプ
８０cm

赤十字奉仕団（新城はぐるまの会）
　23‐5618（社会福祉協議会内）

東三河高等技術専門校　　0533‐93‐2018

救急法救急員養成講習会
〔赤十字講習〕

職業訓練生募集

第４回

新城総合公園「自然観察会」

※入校願書は当校および県内各公共職業安定所に
　あります。
入校選考　
　2月27日㈪に面接試験（定員を超えた場合は、適
　性試験）を実施します。
　2月17日㈮
　入校希望者見学会を2月6日㈪　午後１時30分か
　ら行います。

かん ぼく

秘書広報課　　23‐7623
info@city.shinshiro.lg.jp◉お知ら

せ…!! ♥とって
おきの写

真
☀あなた

の身近な
話題 皆さんからの情報をお待ちしています

イベント紹介や募集、地区の出来事など、皆さんからの
耳寄りな話をお寄せください。
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シリーズ第56話

市民病院総務課　　23‐7852

　

病
院
に
か
か
っ
た
と
き
に
「
今
ど

ん
な
薬
を
飲
ん
で
い
ま
す
か
」
と
聞

か
れ
、
正
し
く
答
え
ら
れ
ず
困
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
お
薬
手
帳
」
と
は
、
受
診
し
た

病
院
の
名
前
や
日
付
、
処
方
さ
れ
た

薬
の
名
前
や
量
・
飲
み
方
な
ど
を
記

録
に
残
し
て
お
く
た
め
の
大
切
な
手

帳
で
す
。

　

病
院
や
薬
局
で
お
薬
手
帳
を
見
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
く
か
か
る

医
療
機
関
で
も
、
あ
な
た
の
薬
の
情

報
が
正
し
く
伝
わ
り
、
同
じ
作
用
の

薬
の
重
複
や
よ
く
な
い
飲
み
合
わ
せ

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
の
治
療
経
過
が
あ
る
程

度
分
か
る
の
で
、
今
後
の
治
療
方
針

を
検
討
す
る
際
の
役
に
立
ち
ま
す
。

　

お
薬
手
帳
を
上
手
に
活
用
し
、
薬

の
情
報
を
周
囲
に
正
し
く
伝
え
る
こ

と
が
、
安
心
で
安
全
な
医
療
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
、「
お
薬
手
帳

活
用
の
ス
ス
メ
」
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

①
病
院
や
薬
局
に
行
く
と
き
に
は
、

　

必
ず
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

手
帳
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、

薬
の
重
複
や
よ
く
な
い
飲
み
合
わ
せ

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
副
作
用
や
ア
レ
ル
ギ

ー
が
あ
っ
た
薬
な
ど
に
つ
い
て
記
入

し
て
お
け
ば
、
副
作
用
の
再
発
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
ご
自
身
の
症
状
を
医
師
や
薬
剤
師

　

に
聞
き
た
い
こ
と
を
メ
モ
し
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
体
調
の
変
化
や
気
に
な

る
こ
と
を
メ
モ
し
て
お
け
ば
、
診
察

時
に
忘
れ
ず
に
医
師
や
薬
剤
師
に
相

談
で
き
ま
す
。

③
お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と
め
ま
し

　

ょ
う
。

　

か
か
っ
て
い
る
病
院
・
薬
局
ご
と

に
手
帳
を
分
け
る
方
が
い
ま
す
が
、

１
冊
に
ま
と
め
て
お
い
た
方
が
飲
み

合
わ
せ
や
重
複
の
チ
ェ
ッ
ク
が
簡
単

で
、
見
落
と
し
も
あ
り
ま
せ
ん
。　

④
い
つ
も
飲
ん
で
い
る
一
般
用
医
薬

　

品
・
健
康
食
品
も
記
載
し
て
お
き

　

ま
し
ょ
う
。

　

病
院
で
も
ら
う
薬
以
外
で
も
飲
み

合
わ
せ
が
悪
い
も
の
や
、
食
べ
合
わ

せ
の
悪
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
お
薬

手
帳
を
利
用
し
て
確
認
し
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

⑤
い
つ
も
携
帯
・
い
つ
も
同
じ
場
所

　

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
家
族
の
方
で

も
分
か
る
よ
う
な
場
所
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

　

外
出
時
に
常
に
携
帯
す
る
よ
う
に

し
て
い
れ
ば
、
旅
行
先
で
病
気
に
な

っ
た
時
や
、
災
害
時
に
避
難
し
た

時
、
救
急
の
時
な
ど
に
、
あ
な
た
が

飲
ん
で
い
る
薬
を
正
し
く
伝
え
ら
れ

ま
す
。

　

実
際
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
自
分
が
ど
ん
な
薬
を
ど
れ
く
ら

い
飲
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
ず
、
病

気
が
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
患
者
さ
ん

も
多
く
い
た
そ
う
で
す
。
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
で
す
ね
。

　
「
お
薬
手
帳
」
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
持
つ
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

た
だ
い
ま
当
院
で
は
〝
薬
剤
師
大

募
集
中
〞
で
す
。
や
り
が
い
の
あ
る

職
場
で
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

〜
お
薬
手
帳
　
活
用
の
ス
ス
メ
〜

ほのか診察室ほのか診察室

市民病院

　薬剤師　板垣千華

お
持
ち
で
す
か
？
お
薬
手
帳

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
出
場

火
縄
銃
演
技
で
20
周
年
祝
う

レインボーはうすを
「福祉避難所」に指定

　愛・地球博記念公園で、第6回愛知県
市町村対抗駅伝競走大会が開催されまし
た。各年代の代表9人は力強い走りを見
せ、市の部19位となりました。昨年の30
位から大きく順位を上げ、昨年度大会よ
りも順位を伸ばしたチームに贈られる
“モリコロ賞”を受賞しました。

　長篠・設楽原鉄砲隊が、結成20周年を
迎え記念行事が行われました。この日
は、東郷中学校体育館での講演会の後、
隊員15人が竹広地内の馬防柵再現地で火
縄銃演技を披露し、多くの観客を楽しま
せました。

　市は社会福祉法人新城福祉会と「災害時に
おける福祉避難所設置運営に関する協定」を
締結しました。この協定は、大規模災害が発
生した時に障がい者やその介護・支援を行う
親族の避難先として、レインボーはうすを福
祉避難所として指定するためのものです。
　この日、新城福祉会夏目みゆき理事長は
「レインボーはうすが多くの人の安心を得ら
れる場所になれば」と述べられました。

1２月３日土

12月21日水

12月10日土

1月号22ページ「まちの話題」の「国際交流イベント」の記事で、講師の名前に誤りがありました。
謹んでお詫びするとともに、訂正をさせていただきます。（誤）水田訓子さん（正）水田順子さん

お詫びと訂正

い た が き ち は る
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～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

学 校 の 概 要

～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

校
歌
を
め
ぐ
る
物
語

マーチング演奏

長篠城攻防戦に関するクイズと解説

2年生校外学習

市
民
編
集
委
員
か
ら

　

校
歌
は
明
る
く
、地
域
が
児
童
に
呼
び

か
け
て
い
る
よ
う
。そ
の
呼
び
か
け
に
応

え
る
よ
う
に
、児
童
は
学
校
か
ら
地
域
へ

出
か
け
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
い

る
。地
元
を
愛
す
る
心
は
、
こ
う
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
く
。

鳳
来
中
部
小
学
校
　
校
歌

中央構造線　長篠露頭 5年総合米づくりを学ぼう

手を挙げて横断

　

「
本
物
に
触
れ
て
学
習
す
る
の
が
一

番
。
校
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、
子
ど
も
た
ち
は
常
に
地
域
に
出
か

け
て
い
き
ま
す
」
と
い
う
校
長
先
生
の

言
葉
通
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
体
験
学

習
が
充
実
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
５
年
生
は
学
校
の
す
ぐ

横
に
あ
る
田
ん
ぼ
で
米
作
り
を
す
る
。

田
ん
ぼ
を
所
有
す
る
農
家
の
方
に
指
導

を
受
け
、
春
の
代
か
き
・
田
植
え
、
秋

の
稲
刈
り
・
脱
穀
を
す
る
。
水
管
理
や

除
草
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
農
家
の
方

の
協
力
を
得
て
、
児
童
の
植
え
た
苗
は

ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
し
、
秋
に
は
た
く
さ
ん

の
お
米
が
と
れ
る
。
収
穫
祭
で
は
、
お

世
話
に
な
っ
た
農
家
の
方
を
招
き
、
自

分
た
ち
で
作
っ
た
五
平
餅
や
お
に
ぎ
り

を
一
緒
に
ほ
お
ば
る
。
作
業
の
写
真
映

像
を
見
な
が
ら
、
体
験
し
た
楽
し
さ
や

大
変
さ
を
仲
間
と
振
り
返
り
、
農
家
の

方
へ
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
る
。
ク
イ
ズ

な
ど
、
自
分
た
ち
で
楽
し
む
企
画
も
あ

り
、
思
い
出
深
い
一
日
と
な
る
。

　

ま
た
２
年
生
は
、
飯
田
線
と
バ
ス
に

乗
り
図
書
館
ま
で
出
か
け
て
い
る
。
自

分
で
切
符
を
買
っ
た
り
、
整
理
券
を
と

っ
て
支
払
っ
た
り
、
車
内
で
の
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
。
児
童
に
と
っ
て
は
、
ド
キ
ド

キ
、
ワ
ク
ワ
ク
の
貴
重
な
体
験
学
習
に

な
る
。

　

体
の
五
感
を
フ
ル
に
働
か
せ
る
こ
う

し
た
体
験
学
習
は
、
児
童
の
一
生
の
宝

物
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

  　
　
　

作
詞　

河
合
俊
郎

　
　
　
　
作
曲　

松
本
民
之
助

一
．
高
く
そ
び
え
る
鳳
来
の　

　
　

山
の
こ
だ
ま
が　

よ
ん
で
い
る 

　
　

希
望
に
も
え
る
中
部
の
子
ら
よ

　
　

大
空
あ
お
ぎ
む
ね
は
っ
て

　
　

き
ょ
う
も
元
気
に

　
　

は
げ
ん
で
い
こ
う

二
．
清
く
流
れ
る
宇
連
川
の

　
　

水
が
さ
さ
や
く　

よ
ん
で
い
る

　
　

あ
か
る
く
の
び
る
中
部
の
子
ら
よ

　
　

ポ
プ
ラ
の
風
に
か
が
や
い
て

　
　

今
日
も
楽
し
く

　
　

は
ず
ん
で
い
こ
う 

二
．
と
お
く
か
す
ん
だ
長
篠
の

　
　

夢
が
昔
を　

よ
ん
で
い
る

　
　

正
し
く
強
い
中
部
の
子
ら
よ

　
　

声
高
ら
か
に
肩
く
ん
で

　
　

明
日
を
め
ざ
し
て　

　
　

き
た
え
て
い
こ
う

鳳来中部小学校
No.16

（
昭
和
45
年
３
月
制
定
）

本
物
で
体
験
を

　

飯
田
線
長
篠
城
駅
と
本
長
篠
駅
の
中

間
に
位
置
し
、
国
道
１
５
１
号
北
側
に

鳳
来
中
部
小
学
校
が
あ
る
。
南
に
宇
連

川
が
流
れ
、
沿
う
よ
う
に
飯
田
線
が
走

っ
て
い
る
。
鳳
来
の
山
々
と
電
車
の
走

る
風
景
が
美
し
い
。

　

校
門
に
向
か
う
フ
ェ
ン
ス
に
は
｢横
断

は
ハ
ン
ド
ア
ッ
プ
で
｣の
横
断
幕
が
な
び

い
て
い
る
。
4
人
の
バ
ス
通
学
者
を
除

き
、
ほ
ぼ
全
員
が
交
通
量
の
多
い
国
道

沿
い
を
徒
歩
で
通
学
し
て
お
り
、
交
通

安
全
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
先
生

や
地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、
児
童
た

ち
は
元
気
に
手
を
挙
げ
て
横
断
歩
道
を

渡
り
、
登
校
し
て
来
る
。
学
区
挙
げ
て

の
こ
の
運
動
は
、
鳳
来
中
部
小
の
愛
言

葉
に
示
さ
れ
る
「
自
分
を
大
切
に
し
、

ま
わ
り
を
大
切
に
す
る
」
心
の
教
育
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

沿革
昭和44年4月、長篠小学校および乗本小学校が統合
され、旧長篠中学校跡地に開校された。
学校の特色
校区内には長篠城址史跡保存館を中心に、長篠合戦に
まつわる史跡や石碑があり、のぼりまつりや乗本万灯
などの行事がある。また、中央構造線が通り、多くの
岩石、鉱物、化石が採取しやすい。

学年別児童数今昔

学  年 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

昭和44年

平成23年

50人   　　60人　  　4０人　   53人　  68人　  47人　　318人

24人   　３3人  37人      28人   　36人   43人  　２01人

愛
言
葉
は「
ラ
ブ
ミ
ー
・
ラ
ブ
ユ
ー
・
ラ
ブ
オ
ー
ル
」

歴
史
と
と
も
に

１１月１日現在

我らが 母 校我らが 母 校
発見発見

鳳来中部小学校区域図

鳳来中部小学校

　

校
区
に
は
、
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

を
は
じ
め
、
長
篠
合
戦
に
ま
つ
わ
る
史

跡
や
石
碑
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
か
つ

て
の
長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

毎
年
５
月
５
日
に
行
わ
れ
る
の
ぼ
り

ま
つ
り
で
は
、
４
年
生
以
上
の
希
望
児

童
で
構
成
し
て
い
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
行
わ
れ
る

合
戦
行
列
の
先
導
を
す
る
。
鳳
来
総
合

支
所
か
ら
長
篠
城
址
ま
で
の
道
の
り

を
、
歩
き
な
が
ら
演
奏
す
る
の
は
た
や

す
い
こ
と
で
は
な
い
。
練
習
は
、
前
年

秋
か
ら
始
ま
り
、
昼
休
み
も
惜
し
ん
で

練
習
す
る
児
童
も
い
る
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
異
学
年
交
流
を
図
る
た
め
、

全
校
縦
割
り
班
を
作
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
毎
年
春
に
ふ
る
さ
と
に
学
ぶ
「
縦

割
り
班
遠
足
」
を
行
っ
て
い
る
。

　

班
ご
と
に
相
談
し
て
歩
き
た
い
コ
ー

ス
を
作
り
、
長
篠
城
址
や
医
王
寺
を
経

て
、
総
合
公
園
ま
で
歩
く
。
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ス
ポ
イ
ン
ト
に
は
地
域
の
方
々

に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
児
童
の
安
全
を

N

鳳来中

〒
鳳来
ふれあい
パーク

至鳳来寺山

至新城市街

至
浜
松

至
大
野

JR飯田線

鳳来
総合支所

本長篠駅

長篠城駅

伊那街道

宇連川

鳳来中部小学校

見
守
り
な
が
ら
、
地
域
を
理
解
す
る
ク

イ
ズ
な
ど
も
出
し
て
も
ら
う
。
「
地
元

の
こ
と
は
地
元
の
人
に
聞
く
の
が
一
番

」
。
児
童
は
、
地
元
の
方
々
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
。

　

事
前
に
６
年
生
が
下
見
を
し
、
ど
の

よ
う
な
配
列
で
歩
く
か
も
決
め
て
お

く
。
同
じ
班
の
子
と
親
し
く
な
る
よ
う

ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
、
連
帯
感
と
信
頼
感

を
つ
く
る
工
夫
も
自
分
た
ち
で
考
え
て

行
う
。
企
画
し
た
通
り
に
な
ら
な
い
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
る
が
、
班
で
協
力
し
合
っ

て
こ
そ
得
ら
れ
る
達
成
感
は
、
格
別
な

も
の
に
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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環境課  　    　23‐7677　  23‐8388
生活衛生課　　22‐0521　  22‐0554

※
右
記
の
品
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

や
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
の
「
譲
り
た
い 

　

も
の
」「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
へ
の

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
活

　

衛
生
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
先

　

〒
4
4
1
‐
1
3
2
2

　

新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　

生
活
衛
生
課
あ
て

   

22
‐
0
5
2
1

　

clean-center@city.shinshiro.lg.jp

　

T
O
P
↓
く
ら
し
↓
ご
み
・
リ
サ 

　

イ
ク
ル
↓
リ
ユ
ー
ス
の
広
場

第
２
回
搬
入
検
査

　

２
月
８
日
㈬

　

午
後
１
時
か
ら

　

新
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
見
学
を
ご
希
望
の
方
は
、生
活
衛
生
課
へ

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

譲
り
た
い
も
の

・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
道
具

・
乗
馬
型
健
康
器
具
（
平
成
16
年
購
入
）

・
学
習
机
２
台
（
本
棚
無
し
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

・
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

・
乳
母
車
（
藤
製
の
も
の
）

・
畳
（
使
用
で
き
る
も
の
）

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

・
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト

・
家
庭
用
ミ
シ
ン

・
４
本
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン

・
職
業
用
直
線
ミ
シ
ン

・
ウ
ク
レ
レ

　

生
活
衛
生
課
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
検
査

を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
で
は
、
家
庭
や
事
業
所
か

ら
出
る
可
燃
ご
み
の
中
に
、
分
別
す
れ

ば
資
源
に
な
る
も
の（
資
源
物
）や
焼
却

に
適
さ
な
い
も
の（
不
適
物
）な
ど
が
混

入
し
て
い
な
い
か
を
確
認
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
第
１
回
目
の
検
査
を
昨
年
10

月
27
日
㈭
、
ご
み
収
集
車
で
搬
入
さ
れ

た
家
庭
系
ご
み
１
台
分
、
事
業
系
ご
み

１
台
分
に
つ
い
て
行
い
ま
し
た
。

検
査
の
結
果

　

検
査
結
果
は
左
表
の
通
り
で
す
。

　

家
庭
系
ご
み
に
つ
い
て
は
、
搬
入
量

１
，２
１
０
㎏
の
う
ち
、
１
８
１
㎏
の
資

源
物
・
不
適
物
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

エコとぴっくすエコとぴっくすエコとぴっくす

今
月
の

リ
ユ
ー
ス
の
広
場

う
ち
の
約
７
割
が
資
源
物
で
、
本
、
雑

誌
、
新
聞
紙
や
広
告
な
ど
の
紙
類
、
資

源
に
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
衣
類
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
、
植

木
鉢
や
靴
、
か
ば
ん
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
お
も
ち
ゃ
類
な
ど
の
不
燃
ご
み

や
、
布
団
類
や
毛
布
な
ど
の
粗
大
ご
み

（
40
セ
ン
チ
程
度
に
切
っ
て
な
い
も

　

市
で
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
循
環

型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
平
成
21
年
９
月
、
市
の

公
用
車
と
し
て
初
め
て
電
気
自
動
車
を

導
入
し
ま
し
た
。

　

導
入
さ
れ
た
電
気
自
動
車
は
、
１
回

の
充
電
で
１
６
０
㎞
（
カ
タ
ロ
グ
数

値
）
の
走
行
が
可
能
で
、
一
般
家
庭
で

も
通
常
の
コ
ン
セ
ン
ト
で
手
軽
に
充
電

で
き
ま
す
。
１
０
０
%
電
気
で
走
る
の

で
、
走
行
中
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
は
ゼ
ロ
、

静
か
な
の
に
力
強
く
、
キ
ビ
キ
ビ
走
る

の
が
特
徴
で
す
。

　

導
入
か
ら
約
２
年
４
カ
月
間
の
走
行

距
離
は
1
0
’2
7
8
㎞
で
、
公
用
車
と

し
て
の
使
用
以
外
に
、
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
新
城
」
「
つ
く
で
祭
り
」
「
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
の
展
示
や
同
乗
体
験
会
の
開
催
、

ま
た
市
内
小
学
校
で
の
温
暖
化
教
室
と

併
せ
た
体
験
乗
車
会
な
ど
も
行
い
ま
し

た
。
こ
の
間
の
充
電
に
用
い
た
電
力
使

用
量
は
約
１
，５
3
０
k
W
h
で
、
電
気

代
は
約
４
9
，０
０
０
円
に
な
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

概
算
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
ガ
ソ
リ

ン
車
と
比
べ
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
約
40

％
、
走
行
に
か
か
る
費
用
は
約
４
8
，０

０
０
円
お
得
に
な
る
計
算
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ

て
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

「
新
城
市
の
環
境
」
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
⑤

　

市
で
は
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い

て
、
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の
環
境
」

を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
で
連

載
最
終
回
と
な
り
ま
す
が
、
市
の
環
境

へ
の
取
り
組
み
や
報
告
書
の
内
容
な
ど

に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
の
総
合
計
画
で
掲
げ
る
目
指
す
ま

ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
環
境
基

本
計
画
で
は
５
つ
の
「
わ
た
し
た
ち
の

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
環
境
報
告
書
で
は
、
こ
の
５
つ
の

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
の
体
系
に
沿
っ
て
、
市

の
施
策
や
現
況
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま

す
。

環
境
ビ
ジ
ョ
ン
５

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
ま
ち
」

【
職
員
の
資
質
向
上
・
率
先
行
動
】
で
は
、

市
職
員
お
の
お
の
が
実
施
し
て
い
る
事

業
に
対
し
、環
境
に
配
慮
し
た
視
点
を
持

ち
、自
ら
の
率
先
行
動
へ
と
つ
な
げ
る
た

め
の
「
き
っ
か
け
」
と
な
る
、
庁
内
職
員

メ
ー
ル
を
利
用
し
た
定
期
的
な
環
境
情

報
の
発
信
を
継
続
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
23
年
４
月
に「
新
城
市
地
球
温
暖
化

防
止
実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）」（
第
２

次
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
が
、
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
目
標
や
そ
の
達
成
率
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

【
リ
ー
ダ
ー
養
成
】
で
は
、
市
域
の
約

84
％
を
占
め
る
広
大
な
森
林
が
有
す
る

公
益
的
機
能
を
、
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

が
連
携
し
、

森
林
を
整
備

し
て
い
く
た

め
の
「
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
」

を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

【
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
事
業
所

等
連
絡
会
議
】
で
は
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
証
取
得
事
業
所
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充
実
し
、「
連
携
」に
よ

る
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
高
め
て

い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て

定
期
的
（
年

４
回
）
に
開

催
し
て
い
る

会
議
の
様
子

に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま

す
。

電
気
自
動
車
の
運
転
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

電
気
自
動
車
の
運
転
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

電気自動車の走行実績

平成23年1２月末までの走行距離

電力使用量（200V・30A）

充電用の電気料金（概算）

CO2排出量（電気使用分）

CO2排出量（ガソリン車の場合）

10,278㎞

1,527.5kWh

48,747円

647.7kgCO2

1,590.8kgCO2

CO2削減は、2８カ月間で約940㎏。
これは50年生の杉、約67本が1年間に吸収する
CO2の量です。
※ガソリン車：燃費15㎞/ℓ、
　ガソリン単価：140円/ℓとして計算しています。

新城小学校４年生を対象に、温暖化防止教室と併せ、
体験乗車会を行いました。（平成23年10月4日）

の
）
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を

　

可
燃
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
硬
質
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
類
や
金
属
類
、
粗
大
ご
み
が

混
入
し
た
り
し
て
い
る
と
、
焼
却
施
設

の
故
障
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
は
、
資
源
の
有
効
利
用

だ
け
で
な
く
、
焼
却
施
設
の
維
持
管
理

費
用
削
減
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
搬
入
検
査
を
行
い
ま
し
た

可
燃
ご
み
の
搬
入
検
査
を
行
い
ま
し
た

紙　類

衣類・布類

不燃ごみ

　紙の分別・リサイクルの必要
性や古紙の回収と利用の仕方な
どについて知っていただくた
め、研修会を開催します。
　ぜひ、ご参加ください。
　2月4日（土）　午後2時～3時30分
　文化会館小ホール
　公益財団法人古紙再生促進セ
　ンター職員
　無料

【家庭系ごみ】
搬入量　　　　　　　　1,210㎏

資源物・不適物　181㎏［100%］
　資源物 　134㎏ ［74%］
　　紙類 　　84㎏　(46%)
　　布類　　　　　40㎏　(22%) 
　　ペットボトル　　7㎏　 (4%) 
　　金属・びん類　　2㎏　 (1%)
　　白色トレイ　　1㎏　 (1%)
　不燃ごみ 　　39kg　［22%］
　粗大ごみ 　　　8㎏ ［4%］ 
【事業系ごみ】
搬入量  　　　　　220㎏ 

資源物・不適物　　21㎏［100%］
　資源物 　　　6㎏ ［29%］
　　紙類　　　　　5㎏　(24%)
　　布類 　　　1㎏　 (5%)
　産業廃棄物 　　12kg ［57%］
　粗大ごみ 　　　1㎏ ［ 5%］
　その他 　　　2㎏ ［9%］

検査の結果

リサイクル研修会リサイクル研修会
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※財源確保のために有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合わせは、直接広告主へ。

全面広告

市内の交通事故状況

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事         

務

製  

　
　 

造

全
職
種
計

135
人

47
人

28
人

131
人

573
人

お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募
集

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機
関
の

た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

　

仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望
者

　
への
紹
介
、
履
歴
書
・   

   

職
務
経
歴
書
な
ど
各
種
書
類

　
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

22
‐
1
1
6
0

※
平
成
23
年
11
月
末
現
在

相 談 名　　　　　　　　　　　　と　　　　　き 　　　　　　　　 と こ ろ  申し込み・問い合わせ
児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こころ の 健 康 相 談

すこやか相談（育児相談）

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

男性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

若年者向け就職相談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各保健センター

新城保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

秘 書 広 報 課

秘 書 広 報 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

豊川市役所北庁舎4階市民相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

勤労青少年ホーム

都 市 計 画 課

毎週月～金曜日　（要予約）

2/6（月）　　午前9時　（要予約）

2/6（月）　　午前10時　（要予約）

２/２１(火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

２/９（木）午前10時～午後3時※６日（月）正午までに要予約

２/2４（金）午前10時～午後3時※２１日（火）正午までに要予約

２/８（水）、2２（水）　午後1時～4時（要予約）

２/２（木）　午後1時～4時

２/１５（水）　午後1時～4時

２/1３（月） 午後1時～4時

２/１０（金）　午後1時～4時

２/８（水）　　午後1時30分～3時30分

２/２２（水）　午後4時～8時　（要予約）

２/１０（金）、２４（金）　午前10時30分～午後2時30分

２/１６（木）　午後6時～8時

２/２１（火）　午後1時～4時　（要予約）

２/１５（水）午前10時～午後4時※正午～午後1時は休憩

２/１０（金）　午後1時～4時

２/１４（火）　午後1時～４時

２/１５（水）午後1時～４時

２/２８（火）　午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

２/1１（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会作手センター

社会福祉協議会

社会福祉協議会

市民活動サポートセンター

企 画 課

フリー ダ イヤ ル

フリー ダ イヤ ル

商 工 課

商 工 課

豊川市役所商工観光課

市 民 保 険 課

鳳来総合支所地域振興課

市 民 保 険 課

都 市 計 画 課

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

２３-８５５１

２３-８５５１

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7401

23-762１

0120-874-412

0120-874-412

23-7634

23-7634

0533-89-2140

23-7628

3２-１９８3

２３-7625

２３-7640

22年 24

22

－2

0

0

0

32

26

－6

32

26

－6

107

125

18

23年

増減

12月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身
事故
件数

物損
事故
件数

295

277

－18

3

2

－1

376

335

－41

379

337

－42

1,214

1,318

104

22年

23年

増減

分

累計
12月末
現在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
城

市内の交通事故状況

2月月月月月月

求
人
の
募
集
を
し
て
い
る
会
社

な
ど

　

求
人
募
集
の
申
し
込
み
、
求

　

人
条
件
に
関
す
る
相
談
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No.76

平
成
24
年
２
月
号

◆第1１回◆

　

長
篠
・
設
楽
原
の
戦
い
を
語

る
と
き
、
鳥
居
強
右
衛
門
の
活
躍

を
語
ら
な
い
わ
け
に
は
い
け
ま

せ
ん
。彼
の
と
っ
た
行
動
は
４
０

０
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
語
り

継
が
れ
る
ほ
ど
衝
撃
的
で
し
た
。

◆
援
軍
の
使
者
と
し
て

　

わ
ず
か
５
０
０
人
の
兵
で
守

る
長
篠
城
。激
し
い
武
田
軍
の
猛

攻
に
耐
え
る
長
篠
城
で
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
士
気
は
高
く
、
武
器
、

食
料
も
十
分
で
し
た
。し
か
し
、

長
引
く
籠
城
に
、
援
軍
が
来
る
の

か
、
い
つ
ま
で
籠
城
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
か
、
そ
ん
な
気
持

ち
が
城
内
に
広
が
り
始
め
て
い

ま
し
た
。

　

城
主
奥
平
貞
昌
は
家
臣
を
集

め
、
岡
崎
へ
援
軍
の
使
者
と
し
て

鳥
居
強
右
衛
門
を
遣
わ
す
こ
と

を
相
談
し
ま
す
。城
主
の
命
を
受

け
た
強
右
衛
門
は
深
夜
、
城
を
抜

け
出
し
、
豊
川
を
泳
い
で
下
り
、

雁
峯
山
で
の
ろ
し
を
上
げ
、
作
手

を
抜
け
、
岡
崎
へ
。貞
昌
の
父
貞

能
を
介
し
て
、
家
康
と
信
長
の
前

へ
。長
篠
城
の
状
況
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
大
軍
が
集
結
し
て
い
る

様
子
を
確
認
し
た
後
、
強
右
衛
門

は
長
篠
へ
引
き
返
し
ま
す
。

　

雁
峯
山
で
再
度
の
ろ
し
を
上

げ
、
城
中
へ
入
ろ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
武
田
の
兵
に
捕
ら
え
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。城
内
に
向
か
っ
て

「
援
軍
は
来
な
い
」
と
言
え
と
、

「
そ
う
す
れ
ば
命
を
助
け
、
武
田

の
家
臣
と
し
て
召
し
抱
え
よ
う
」

と
言
わ
れ
た
強
右
衛
門
。長
篠
城

の
そ
ば
ま
で
連
れ
て
こ
ら
れ
、
大

声
で
叫
び
ま
し
た
。「
援
軍
は
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
ぞ
。も
う

少
し
の
辛
抱
だ
ぞ
」と
。

　

城
内
で
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
が
、
武
田
と
の
約
束
を
破
っ
た

強
右
衛
門
は
磔
に
な
っ
て
殺
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
も
う
一
人
の
使
者

　

実
は
、
鳥
居
強
右
衛
門
の
ほ
か

に
も
う
一
人
使
者
に
立
っ
た
人

物
が
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
人
物
は
鈴
木
金
七
郎
で

す
。彼
は
帰
路
に
雁
峯
山
で
の
ろ

し
を
上
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
鳥
居

強
右
衛
門
と
同
じ
行
動
を
し
て

い
ま
し
た
。こ
こ
で
の
ろ
し
を
上

げ
る
ま
で
が
彼
ら
に
与
え
ら
れ

た
命
令
で
し
た
。そ
の
命
令
を
果

た
し
た
金
七
郎
は
厳
重
に
囲
ま

れ
た
長
篠
城
に
再
度
入
城
す
る

こ
と
は
不
可
能
と
考
え
、
こ
こ
で

強
右
衛
門
と
別
れ
ま
す
。金
七
郎

は
そ
の
後
、
奥
平
貞
昌
の
子
、
松

平
忠
明
に
仕
え
ま
す
が
、
や
が
て

武
士
を
辞
め
、
作
手
に
残
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
磔
図
の
こ
と

　

鳥
居
強
右
衛
門
が
磔
と
な
っ

た
時
に
描
か
れ
た
絵
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
武
田
軍
に
い

た
落
合
佐
平
次
が
強
右
衛
門
の

姿
に
感
動
し
、
絶
命
直
前
に
強
右

衛
門
に
了
解
を
も
ら
い
、
旗
指
物

と
し
て
描
い
た
も
の
で
す
。

　

近
年
、
こ
の
絵
は
頭
が
下
で
足

が
上
に
な
る
と
い
う
「
逆
磔
図
」

説
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。現

在
、
掛
け
軸
に
な
っ
て
い
る
た
め

に
本
来
の
上
下
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
な
ど
の
共
同
研
究
の
中
で
、
本

物
や
古
い
写
真
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
磔
図
を
確
認
し
、
従
来
通
り
、

頭
が
上
で
足
が
下
と
い
う
磔
図

が
正
し
い
と
い
う
こ
と
が
再
度

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

鳥居強右衛門磔の図（資料館蔵）
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お
く
だ
い
ら
さ
だ
ま
さ

だ
い
ら
た
だ
あ
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